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カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 
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ご注意書き 

 

1. 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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Reset

25

ANI0/P20-ANI3/P23端子
リセット解除後はアナログ入力
ポートになります。

AVREF端子
ポート2をディジタル・ポートと
して使用する場合は，AVREFを
VDDと同電位にしてください。

内蔵プルアップ抵抗
入力モードに設定したビット
のみ，内蔵プルアップ抵抗
を使用できます。

出力モードに設定したビット
は，PUxxの設定にかかわ
らず，内蔵プルアップ抵抗は

使用できません。

PUxx
0: 内蔵プルアップ抵抗

を接続しない
1: 内蔵プルアップ抵抗

を接続する
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P12
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ポート・レジスタ1

P
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PM1
ポート・モード・

レジスタ1
0: 出力、1: 入力
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PU1
プルアップ抵抗

オプション・レジスタ1
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ポート・レジスタ11

P
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PM1
ポート・モード・

レジスタ1
0: 出力、1: 入力

PM
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1

PU1
プルアップ抵抗

オプション・レジスタ1

PU
10

1

VDD

P10

TxD0

SCK10

SCK10

INTAD信号

ADS アナログ入力チャネル指定レジスタ

0 0 00 0 0

0123456789101112131415

（FF09H） （FF08H）

ADCR 10ビットA/D変換結果レジスタ
リード、リセット時: 0000H

A/D変換結果
MSB LSB

A/D - 10ビットA/Dコンバータ（4チャネル）

MSB
01234567

ADCRH 8ビットA/D変換結果レジスタ
リード、リセット時: 00H

A/D変換結果

（FF09H）

A/D変換完了

LSB

ADM  A/Dコンバータ・モード・レジスタ

0: コンパレータ動作の停止、
1: 許可

アドレス: FF28H
リード/ライト
リセット時: 00H

AD
CS

0
FR
2

FR
1

FR
0

LV1 LV0
AD
CE

0: 変換動作停止、1: 許可

01234567

A/D変換時間の選択

ADCR，ADCRHのリード
ADCR，ADCRHからデータを読み出すとウエイトが
発生します。ADCR，ADCRHからデータを読み出さ
ないでください。ウエイトについては，ユーザーズ･
マニュアルの「ウエイトに関する注意事項」を参照
してください。

0 0 ADS
1

ADS
0

0 0

アドレス: FF29H
リード/ライト
リセット時: 00H

0 0

01234567

0
0
1
1

0
1
0
1

ANI0
ANI1
ANI2
ANI3

入力チャネルの
指定

サンプル
＆

ホールド
回路

電圧コンパレータ

タップ・
セレクタ AVREF

AVSS

ANI3

ANI0

ANI1

ANI2

セ
レ
ク
タ

＊変換時間には， サンプリング時間も含まれています。

ADPC A/Dポート・コンフィギュレーション・レジスタ

アドレス: FF2FH
リード/ライト
リセット時: 00H

0 0 0 0
AD
PC2

AD
PC1

AD
PC0

01234567 アナログ入力（A）／
ディジタル入出力（D）の

切り替え

0
0
0
0
1
1

0
0
1
1
0
0

0
1
0
1
0
1

264/fPRS

176/fPRS

132/fPRS

88/fPRS

66/fPRS

44/fPRS

設定禁止

0
0
0
0
0
0

上記以外

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
1
1

0
0
1
1
0
0

0
1
0
1
0
1

480/fPRS

320/fPRS

240/fPRS

160/fPRS

120/fPRS

80/fPRS

設定禁止

0
0
0
0
0
0

上記以外

1
1
1
1
1
1

0
0
0
0
1

0
0
1
1
0

（A）：ANI3-ANI0
（A）：ANI3-ANI1、（D）：P20
（A）：ANI3、ANI2、（D）：P21、P20
（A）：ANI3、（D）：P22-P20
（D）：P23-P20
設定禁止

0
1
0
1
0

上記以外

A/D変換で使用するチャネル
について
ポート・モード・レジスタ2
（PM2）で入力モードに設
定してください。

ノイズ対策について
10ビット分解能を保つために，AVREF，ANI0-ANI3端子への

ノイズに注意する必要があります。
①電源には等価抵抗が小さく，周波数応答のよいコンデンサ

を接続してください。
②アナログ入力源の出力インピーダンスが高いほど影響が

大きくなりますので，ノイズを低減するために，ANI0-ANI3
端子にコンデンサを外付けすることを推奨します。

③変換中においては，他の端子とスイッチングしないように

してください。
④変換開始直後にHALTモードに設定すると，精度が向上

します。

A/D変換スタート直後の変換結果
ADCE=1にしてから，1μs以内にADCS=1にした

場合，またはADCE=0の状態でADCS=1にした
場合，A/D変換動作をスタートした直後のA/D変
換値は定格を満たさないことがあります。A/D変
換終了割り込み要求（INTAD）をポーリングし，
最初の変換結果を廃棄するなどの対策を行って
ください。

0

MLD
04

MLD
03

MLD
02

MLD
01

MLD
00

01234567

RXB0 受信バッファ・レジスタ0
アドレス：FF72H、リード、リセット時：FFH

RXS0 受信シフト・レジスタ0

TXS0 送信シフト・レジスタ0
アドレス：FF74H、ライト、リセット時：FFH

01234567

01234567

ASIM0 ASI動作モード・レジスタ0

アドレス：FF70H
リード/ライト
リセット時：01H

POW
ER0

TXE
0

RXE
0

PS
01

PS
00

CL
0

SL
0

1

01234567

0: ストップ・ビット数=1
1: ストップ・ビット数=2

0: キャラクタ長 = 7ビット
1: キャラクタ長 = 8ビット

1: 送信動作許可

1: 受信動作許可

1: 動作許可
ASIS0 ASI受信エラー・ステータス・レジスタ0
アドレス：FF73H、リード、リセット時：00H

0 0 0 0 0
PE
0

FE
0

OVE
0

01234567

1: オーバラン・エラー

1: フレーミング・エラー

1: パリティ・エラー

このレジスタは
読み出されると
ゼロにクリアされる。

0
TPS
01

TPS
00

01234567

この5ビットの値をkとするとき、分周値は
fXCLK0/k（fXCLK0 = TPS00、TPS01で
設定したクロック。k = 8~31、k = 7以下は
設定禁止）。たとえば、k = 8のときは
fXCLK0/8 、k = 25のときはfXCLK0/25となる 。
ボー・レート値はこのfXCLK0/kを1/2分周したもの。

BRGC0  ボー・レート・ジェネレータ・コントロール・レジスタ0 

UART0 – アシンクロナス・シリアル・インタフェース

受

送

受信完了

エラー発生

送信完了

エラー
検出回路

アドレス：FF71H
リード/ライト
リセット時：00H

fXCLK0の選択

0
0
1
1

0
1
0
1

TM50の出力
fPRS/2
fPRS/8
fPRS/32

INTST0信号

INTSR0信号

TO50

TM50の出力 （TO50）を使用する場合
TO50端子をタイマ出力許可にする
必要はありません。

0  0   パリティなし
0  1   ゼロ・パリティ
1  0   奇数パリティ
1  1   偶数パリティ

TXE0, RXE0の再設定
TXE0とRXE0は，BRGC0で設定した基本クロック
（fXCLK0）により，同期されています。再び送信また
は受信動作を許可する場合は，TXE0=0またはRX
E0=0に設定してから基本クロック2クロック以降に
TXE0=1またはRXE0=1に設定 してください。基本
クロック2クロック以内に設定すると，送信回路ま
たは受信回路を初期化できない場合があります。

TXS0の書き込み
TXS0に送信データを書き込んでからINTST0信号が発
生するまで，次の送信データを書き込まないでください。

ASIS0の注意事項

・受信データのストップ・ビットはストップ・ビット数に関係なく，最初の
1ビットだけをチェックします。

・オーバラン・エラーが発生した場合，次の受信データはRXB0に書き
込まれず，データは破壊されます。
・ASIS0からデータを読み出すと，ウエイトが発生します。詳細は
ユーザーズ・マニュアルの「ウエイトに関する注意事項」を参照して

ください。

RESF リセット・コントロール・フラグ・レジスタ
アドレス：FFACH リード リセット時：00H

0 0 0
WD
TRF

0 0 0
LVI
RF

WDTによる内部リセット要求
0:内部リセット要求は発生していない
1:内部リセット要求は発生した

LVIによる内部リセット要求
0:内部リセット要求は発生していない
1:内部リセット要求は発生した

リセット要因

・RESET端子による外部リセット入力
・ウォッチドッグ・タイマ（WDT）のプログラム
暴走検出よる内部リセット

・パワーオン・クリア(POC)回路の電源電圧と
検出電圧との比較による内部リセット

・低電圧検出回路(LVI)の電源電圧と検出電
圧との比較による内部リセット

このレジスタは，POC回路によるリセットおよびRESFのデータ
を読み出すことにより、00Hになります。

リセット制御

01234567

外部リセットを行う場合
RESET端子に10μs以上のロウ・レベルを

入力してください。

LVI回路のリセット
LVIによる内部リセットの場合，
LVI回路はリセットされません。

RESFの読み出し
RESFは，1ビット・メモリ操作命令でデータを
読み出さないでください。

01234567
PRM00
プリスケーラ・モード・レジスタ00

ES
101

ES
100

ES
001

ES
000

0 0
PRM
001

PRM
000

TI000有効エッジの選択
0  0  立ち下がりエッジ
0  1  立ち上がりエッジ
1  0  設定禁止
1  1  両エッジ

アドレス：FFBBH
リード/ライト
リセット時：00H

TM00
16ビット・タイマ・カウンタ00
リード
リセット時: 0000H

CR010
16ビット・タイマ・キャプチャ/
コンペア・レジスタ010
リード/ライト
リセット時: 0000H

TMC00 16ビット・タイマ・モード・コントロール・レジスタ00

TM00 – 16ビット・タイマ/イベント・カウンタ00

0123456789101112131415

(FF11H) (FF10H)

CR000
16ビット・タイマ・キャプチャ/
コンペア・レジスタ000
リード/ライト
リセット時: 0000H

0123456789101112131415

(FF13H) (FF12H)

0123456789101112131415

(FF15H) (FF14H)

0 0 0 0
TMC
003

TMC
002

TMC
001

OVF
00

01234567

CRC00
キャプチャ/コンペア・コントロール・
レジスタ00

アドレス：FFBCH
リード/ライト
リセット時：00H

0 0 0 0 0
CRC
002

CRC
001

CRC
000

CR010の動作モード選択
0: コンペア、1: キャプチャ

CR000の動作モード選択
0: コンペア、1: キャプチャ

CR000のキャプチャ・トリガの選択
0: TI010の有効エッジでキャプチャ、
1: TI000の有効エッジの逆相でキャプチャ

01234567

0: オーバフローなし、
1: あり

fPRS/4
fPRS/256

セ
レ
ク
タ INTTM000信号

INTTM010信号

CRC001

PRM001
PRM000

一致
キャプチャ時 コンペア時

キャプチャ時
コンペア時

一致

OSP
T00

OSP
E00

TOC
004

LVS
00

LVR
00

TOC
001

TOE
00

0

TOC00
16ビット・タイマ出力コントロール・
レジスタ00

01234567アドレス：FFBDH
リード/ライト
リセット時：00H タイマ出力の制御

0: 出力禁止、
1: 出力許可CR000とTM00の

一致によるタイマ出力F/Fの制御
0: 反転動作禁止、1: 反転動作許可

タイマ出力F/Fの状態設定
0  0  変化しない
0  1  タイマ出力F/Fをリセット(0)
1  0  タイマ出力F/Fをセット(1)
1  1  設定禁止

CR010とTM00の一致に
よるタイマ出力F/Fの制御

0: 反転動作禁止、
1: 反転動作許可

ワンショット・パルス出力動作の制御
0: 連続パルス出力モード、

1: ワンショット・パルス出力モード

ソフトによるワンショット・パルス出力トリガの制御
0: ワンショット・パルス出力トリガなし、1: あり

アドレス：FFBAH
リード/ライト
リセット時：00H

fPRS

出力制御
回路

カウント・クロックの選択
0  0   fPRS

0  1   fPRS/4 
1  0   fPRS/256
1  1   TI000有効エッジ

0 0 0
0 0 1
0 1 0
0 1 1
1 0 0
1 0 1
1 1 0
1 1 1

変化なし

条件(A)
条件(A)+(B)

－

条件(A)
条件(A)+(B)

発生しない

（コンペア時）
条件(A)で発生

（キャプチャ時）
CR000または
CR010のキャプ

チャ･トリガで発生

動作停止(TM00は0にクリア)

フリー・ランニング・
タイマ・モード
TI000の有効エッジで

クリア＆スタート
TM00とCR000の一致で

クリア＆スタート

動作モードおよび
クリア・モードの選択

TO00の反転

タイミングの選択
割り込み
要求の発生

条件(A)： TM00とCR000の一致またはTM00とCR010の一致
条件(B)： TI000の有効エッジのトリガ入力

P01/TI010/TO00端子

TI010有効エッジとタイマ出

力（TO00）を同時に使用で

きません。どちらかの機能

を選択して使用してください。

キャプチャ・トリガについて

キャプチャを確実に行うためのキャ

プチャ・トリガには，PRM00で選択

したカウント・クロックの2周期分よ

り長いパルスが必要です。

カウント・クロックの選択

PRM001, PRM000=1,1に
設定する場合，次の設定は

禁止です。

・TI000の有効エッジでクリ

ア&スタート

・TI000端子をキャプチャ・

トリガに設定

TI010有効エッジの選択
0  0  立ち下がりエッジ
0  1  立ち上がりエッジ
1  0  設定禁止
1  1  両エッジ

TI000, TI010入力

タイマ停止時，TI000,  TI010端子へ

の入力信号は受け付けられません。

パルス幅測定機能

TI000端子またはTI010端
子に入力されるパルスの

エッジをトリガとし，その時

のカウンタの値をキャプ

チャします。パルスの立ち

上がり時と立ち下がり時の

値をキャプチャすることで，

パルス幅が算出できます。

外部イベント・カウンタ機能

TI000端子に入力される
パルスをカウントし，コン
ペア・レジスタ000（CR0
00）の値と一致したとき
割り込み要求を発生しま
す。入力するパルスの有
効エッジはPRM00レジス
タで設定します。

PPG（プログラマブル・
パルス・ジェネレータ）機能

コンペア・レジスタ000（CR
000）でパルス周期を設定

し，コンペア・レジスタ010
（CR010）でデューティ値を

設定してパルスを出力しま

す。

ワンショット・パルス機能

トリガを入れたら，コンペ

ア・レジスタ010（CR010）
の値までインアクティブ・

レベルを出力し，その後
コンペア・レジスタ000（C
R000）の値まで，アクティ
ブ・レベルを出力します。
その後，またインアクティ
ブ・レベルに戻ります。

POC – パワーオン・クリア

Reset

2V

3V

1.59 V±0.15 V
（立ち下がり検出電圧）

1.59 V POCモード 1.59 V±0.15 V

2.7 V±0.2 V
（立ち上がり検出電圧）

・1.59 V POCモード
VDD上昇時に1.59 V±0.15 Vより
VDDが上回ったとき、「パワーオン」
と判断し、リセットを解除します。
VDD降下時に1.59 V±0.15 Vより
VDDが下回ったとき、リセットを発生
します。

・ 2.7 V/1.59 V POCモード
VDD上昇時に2.7V±0.2VよりVDDが
上回ったとき、「パワーオン」と判断し、
リセットを解除します。
VDD降下時に1.59 V±0.15 Vより
VDDが下回ったとき、リセットを発生
します。

POC回路での内部リセット信号
POC回路で内部リセット信号が発生した場合，
RESFがクリア（00H）されます。

LVIM 低電圧検出レジスタ
アドレス：FFBEH、リード/ライト、リセット時：00H

LVI
ON

0 0 0 0
LVI
MD

LVI
F

01234567

低電圧検出フラグ
1: 低電圧を検出

（このビットは
リード・オンリー）低電圧検出時動作

0: 割り込み（INTLVI）発生
1: リセット発生

0: 動作禁止
1: 動作許可

・リセットとして使用する場合
上記の検出レベルよりVDDが下回ったとき、リセット発生

・割り込みとして使用する場合
VDD降下時に上記の検出レベルよりVDDが下回ったとき，
またはVDD上昇時に左記の検出レベルをVDDが上回っ
たとき，割り込み（INTLVI）発生

LVI – 低電圧検出

2V

3V

4V
0 4.24±0.1 V

1 4.09±0.1 V

2 3.93±0.1 V
3 3.78±0.1 V

4 3.62±0.1 V
5 3.47±0.1 V

6 3.32±0.1 V

7 3.16±0.1 V
8 3.01±0.1 V

10 2.70±0.1 V
11 2.55±0.1 V

12 2.39±0.1 V
13 2.24±0.1 V

14 2.08±0.1 V

9 2.85±0.1 V

15 1.93±0.1 V

EXLVI 1.21±0.1V

LVI
SEL

0: VDDのレベルを検出
1: EXLVI入力のレベルを検出

0

1

INTLVI信号

LVIS 低電圧レベル選択レジスタ
アドレス：FFBFH、リード/ライト、リセット時：00H

0 0 0 0
LVIS

3
LVIS

2
LVIS

1
LVIS

0

01234567

LVI検出レベルの設定

（左図参照）

Reset

リセットとして使用する場合

・LVIMK（MK0Lのビット0）=1に

設定してから，レジスタを設定し，

10μs（MAX.）ウエイトしてくださ

い。LVIMK=0の場合，ウエイト

中に割り込みが発生する場合が

あります。

・LVIMD=1と設定した時点で，

「VDD≧LVI検出電圧」であれば，

内部リセット信号は発生しません。

VDDがLVI検出電圧付近で，ある期間ふらつくようなシステムの処置

（1）リセットとして使用する場合，リセット状態／解除状態を繰り返す場合が

あります。リセット解除後，タイマなどを使用するソフトウエア・ カウンタ

にて，システムごとに異なる電源電圧の変動時間をウエイト してから，

ポートなどを初期設定してください。

（2）割り込みとして使用する場合，割り込み要求が頻繁に発生することが

あります。LVI検出電圧付近での電源電圧変動期間をウエイトしたあと

に，LVIFにて，立ち下がりを検出する場合は「VDD≧LVI検出電圧」を，

立ち上がりを検出する場合は「VDD＜LVI検出電圧」を確認し，LVIIF
（IF0Lのビット0）をクリア（0）してください。

0123456789101112131415

WDT – ウォッチドッグ・タイマ

WDT
16ビット・カウンタ

10B
ウインドウ･
オープン期間
75％

16ビット・

カウンタ値
0000H

01B
ウインドウ･
オープン期間
50％

00B
ウインドウ･
オープン期間25％

FFFFH

11B
ウインドウ・
オープン期間
100％

ウインドウ・オープン期間 (ウインドウ・オープン期間とは16ビット･カウンタをクリアできる期間です。)

ウインドウ･オープン
期間外でカウンタを
クリアするとリセット
が発生します。

WDTE
WDTイネーブル・レジスタ

01234567
アドレス：FF99H
リード/ライト

リセット時：
9AH/1AH ACHを書き込むとカウンタをクリアします。

ACH以外を書き込むとリセット信号を発生します。

WDTEのリセット値
オプション・バイトWDTON = 0の
ときはリセット値 = 1AH，
WDTON = 1のときはリセット値 = 
9AHになります。

WDTの注意事項
① リセット解除後1回目のWDTEへの

書き込みは，オーバフロー時間前で
あれば，どのタイミングで行っても，
WDTはクリアされ，再度カウント動作
を開始します。

② WDTEにACHを書き込んで，WDTを
クリアしたとき，実際のオーバフロー
時間は，オプション・バイ トで設定した
オーバフロー時間より最大2/ｆRL秒の
誤差 が生じる場合があります。

③ WDTのクリアは，カウント値がオーバ
フロー直前（FFFFH）まで有効です。

④ フラッシュ・メモリ・のセルフ・プログラ
ミ ング時およびEEPROM ®エミュレー
ション時でもWDTの動作は継続します。
ただし，これらの処置中には，割り込み
の受け付け時間が遅れるので，遅延を
考慮し，オーバフロー時間およびウイン
ドウ・サイズを設定してください。

⑤ LSROSC = 0のとき，HALT/STOP
モー ド時は動作停止します。HALT/
STOPモード解除後は，WDTのカウン
トを再開します。このとき カウンタは
クリア（0） されず，停止前の値からカウ
ント開始 します。また，LSRSTOP = 1
を設定して，低速内蔵発振器を停止し
た場合も， WDTの動作は停止します。
このときもカウンタはクリア（0）されま
せん。

Reset

WDTEのリード値
オプション・バイトWDTONの
設定により，リード値は1AH
または9AHになります。書き
込んだ値（ACH）とは異なり
ます。

リセット信号発生タイミング
WDTEにACH以外の値を
書き込むと，内部リセット
信号を発生します。ただし，
WDTのソース・クロックが
停止している場合は，
ウォッチドッグ・タイマの
ソース・クロックが再び動
作開始した時点で，内部
リセット信号を発生します。

78K0/KB2
参照しやすい一枚マニュアル

- μPD78F0500A, 78F0501A, 78F0502A, 78F0503A, 
78F0503DA -

機能概要

1 Kバイト512バイト

32 Kバイト8 Kバイト 24 Kバイト16 Kバイト

μ PD78F0503DAμ PD78F0502Aμ PD78F0500A μ PD78F0501A μ PD78F0503A

768バイト

ありなしオンチップ・デバッグ機能

VDD = 1.8～5.5 V電源電圧

TA = －40～＋85 ℃動作周囲温度

・30ピン・プラスチックSSOP（7.62 mm（300））
・36ピン・プラスチックFLGA（4x4）

パッケージ

6外部

14内部ベクタ
割り込み要因

・LIN-bus対応UART：1チャネル
・3線式シリアルI/O／UART：1チャネル
・I2Cバス：1チャネル

シリアル・インタフェース

5本（PWM出力：4本，PPG出力：1本）タイマ出力

・16ビット・タイマ／イベント・カウンタ： 1チャネル
・8ビット・タイマ／イベント・カウンタ： 2チャネル
・8ビット・タイマ：2チャネル
・ウォッチドッグ・タイマ：1チャネル

タイマ

10ビット分解能×4チャネル（AVREF = 2.3～5.5 V）A/Dコンバータ

合計：23本
・CMOS入出力：21本
・N-chオープン・ドレーン入出力（6.0 V耐圧）：2本

I/Oポート

8ビット×32レジスタ（8ビット×8レジスタ×4バンク）汎用レジスタ

0.1 μs（高速システム・クロック：fXH = 20 MHz動作時）最小命令実行時間

0.25 μs（高速内蔵発振クロック：fRH = 8 MHz（TYP.）動作時）

・8ビット演算，16ビット演算
・乗除算（8ビット×8ビット，16ビット÷8ビット）
・ビット操作（セット，リセット，テスト，ブール演算）
・BCD補正 など

命令セット

X1（水晶／セラミック）発振，外部メイン・システム・クロック入力（EXCLK）
1～20 MHz：VDD = 4.0～5.5 V, 1～10 MHz：VDD = 2.7～5.5 V, 1～5 MHz：VDD = 1.8～5.5 V

高速システム・
クロック

メイン・シ
ステム・
クロック

内蔵発振
8 MHz（TYP.）：VDD = 1.8～5.5 V

高速内蔵発振
クロック

内蔵発振
240 kHz（TYP.）： VDD = 1.8～5.5 V

低速内蔵発振クロック

64 Kバイトメモリ空間

高速RAM

・RESET端子によるリセット
・ウォッチドッグ・タイマによる内部リセット
・パワーオン・クリアによる内部リセット
・低電圧検出回路による内部リセット

リセット

フラッシュ・メモ
リ（セルフ・プロ
グラミング対応）

内部
メモリ

項 目

IMS – メモリ・サイズ 切り替えレジスタ

IMSの注意
ウォッチドッグ・タイマ動作時に，プログラム・
カウンタ（PC）の値がIMSで設定したアドレス外
になった場合は，リセットが発生さ れます。

IMS
メモリ・サイズ切り替え
レジスタ

RAM
2

RAM
1

RAM
0

0
ROM

3
ROM

2
ROM

1
ROM

0

01234567アドレス：FFF0H
リード/ライト
リセット時：CFH

内蔵高速RAM容量の選択 内部ROM容量の選択

768バイト
512バイト

1024バイト

設定禁止上記以外

0
0
0
1

0
1
1
0

1
0
1
0

8Kバイト
16Kバイト
24Kバイト
32Kバイト

設定禁止

0
0
0
0

上記以外

オンチップ・デバッグ機能搭載品の注意

オンチップ・デバッグ機能搭載品は，
IMSの設定により，ROM容量と
RAM容量をデバッグ対象の製品に合わ
せ，デバッグすることができます。IMSの設
定は，デバッグ対象の製品に合わせてくだ
さい。

0
0
1

0
1
1

0
0
0

Reset

外形図
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T
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信
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01234567

TMI
F010

TMI
F000

TMI
F50

TMI
FH0

TMI
FH1

CSIIF10
STIF0

STI
F6

SRI
F6

01234567

0 0 0 0 0 0 0
IICIF

0

IF0H 割り込み要求フラグ・レジスタ0H
アドレス：FFE1H、リード/ライト、リセット時：00H

IF1L 割り込み要求フラグ・レジスタ1L
アドレス：FFE2H、リード/ライト、リセット時：00H

IF1H 割り込み要求フラグ・レジスタ1H
アドレス：FFE3H、リード/ライト、リセット時：00H

（0: 割り込み要求は発生していない、1: 割り込み要求が発生し、要求中）

MK1L 割り込みマスク・フラグ・レジスタ1L
アドレス：FFE6H、リード/ライト、リセット時：FFH

01234567

1 1 1 1 1 1 1
IICMK

0

MK1H 割り込みマスク・フラグ・レジスタ1H
アドレス：FFE7H、リード/ライト、リセット時：FFH

MK0L 割り込みマスク・フラグ・レジスタ0L
アドレス：FFE4H、リード/ライト、リセット時：FFH

01234567

SRE
MK6

PMK5 PMK4 PMK3 PMK2 PMK1 PMK0
LVI
MK

01234567

TMM
K010

TMM
K000

TMM
K50

TMM
KH0

TMM
KH1

CSIMK10
STMK0

ST
MK6

SR
MK6

MK0H 割り込みマスク・フラグ・レジスタ0H
アドレス：FFE5H、リード/ライト、リセット時：FFH

（0: 割り込み処理許可、1: 割り込み処理禁止）

割り込み制御

IN
T

P
3

IN
T

P
2

IN
T

P
1

IN
T

P
0

アドレス：FF48H
リード/ライト
リセット時：00H

アドレス：FF49H
リード/ライト
リセット時：00H

EGN
外部割り込み立ち下がりエッジ許可レジスタ

EGP
外部割り込み立ち上がりエッジ許可レジスタ

IN
T

P
4

IN
T

P
5

EGPn EGNn
0         0
0         1 
1         0 
1         1

INTPn端子の有効エッジ選択

エッジ検出禁止
立ち下がりエッジ
立ち上がりエッジ
両エッジ

01234567

TMP
R010

TMP
R000

TMP
R50

TMP
RH0

TMP
RH1

ST
PR6

SR
PR6

PR0H 優先順位指定フラグ・レジスタ0H
アドレス：FFE9H、リード/ライト、リセット時：FFH

PR1L 優先順位指定フラグ・レジスタ1L
アドレス：FFEAH、リード/ライト、リセット時：FFH

01234567

1 1 1 1 1 1 1
IICPR

0

PR1H 優先順位指定フラグ・レジスタ1H
アドレス：FFEBH、リード/ライト、リセット時：FFH

PR0L 優先順位指定フラグ・レジスタ0L
アドレス：FFE8H、リード/ライト、リセット時：FFH

01234567

SRE
PR6

PPR5 PPR4 PPR3 PPR2 PPR1
PPR

0
LVI
PR

（0: 高優先順位レベル、1:低優先順位レベル）

同一優先順位グループ（高優先順位/低優先順位）内の割り込み優先順位

CPUへの割り込み

1234567 08910111213141519
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1 1 1 1
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161718

IN
T

S
R

0
信
号

IIC0

ソフトウエア割り込み
ソフトウエア割り込みからの復帰にRETI命令を使用し
ないでください。

BRK命令
BRK命令は，割り込み要求の保留命令ではありません。
しかしBRK命令の実行により起動するソフトウエア割り
込みでは，IEフラグが0にクリアされます。したがって，
BRK命令実行中にマスカブル割り込みが発生しても，
割り込み要求を受け付けません

PM
23

3
P
23

3

P2
ポート・レジスタ2 PM2

ポート・
モード・
レジスタ2
0: 出力、
1: 入力

P23

P23

A/Dポート・コンフィギュ
レーション・レジスタ

2 1 0
ADP
C0

ADP
C1

ADP
C2

ADPC

00H-03H：A/D
04H：ポート

30

PM
22

2
P
22

2

P2
ポート・レジスタ2 PM2

ポート・
モード・
レジスタ2
0: 出力、
1: 入力

P22

P22

A/Dポート・コンフィギュ
レーション・レジスタ

2 1 0
ADP
C0

ADP
C1

ADP
C2

ADPC

00H-02H：A/D
03H, 04H：ポート

ANI3

CSI10 – 3線式シリアル・インタフェース

01234567

SIO10 シリアルI/Oシフト・レジスタ10
アドレス：FF0FH、リード、リセット時：00H

SOTB10 送信バッファ・レジスタ10 
アドレス：FF84H、 リード/ライト、リセット時:00H

0 1 2 3 4 5 6 7

出力ラッチ

出力セレクタ

01234567

0 0 0
CKP
10

DAP
10

CKS
102

CKS
101

CKS
100

CSIC10  シリアル・クロック選択レジスタ10

送信データ・コントローラ

シリアル・クロックの選択

0

0

1

1

0

1

0

1

SCK10

SO10

SI10入力タイミング

SCK10

SO10

SI10入力タイミング

SCK10

SO10

SI10入力タイミング

SCK10

SO10

SI10入力タイミング

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

データ送受信タイミングの指定

CSIM10 シリアル動作モード・レジスタ10
アドレス：FF80H、リード/ライト、リセット時：00H

CSIE
10

TRM
D10

0
DIR
10

0 0 0

01234567

0: 受信モード（送信禁止）
1: 送受信モード

1: 動作許可
0: MSB先頭
1: LSB先頭

CSO
T10

0
0
0
0
1
1
1
1

0
0
1
1
0
0
1
1

0
1
0
1
0
1
0
1

fPRS/2
fPRS/4
fPRS/8
fPRS/16
fPRS/32
fPRS/64
fPRS/128
SCK10からの外部クロック入力

アドレス：FF81H
リード/ライト
リセット時：00H

送信
コントローラ

クロック・スタート/ストップ・
コントローラ＆

クロック位相コントローラ

3線式シリアルI/O設定時

ポート・モード・レジスタとポート・
レジスタの設定手順は，通信相手

との関係を考慮して，行ってください。

0: 通信停止
1: 通信中

（リード・オンリー）

P11
P1
ポート・レジスタ11

P
11

1

PM1
ポート・モード・

レジスタ1
0: 出力、1: 入力

PM
11

1

PU1
プルアップ抵抗

オプション・レジスタ1

PU
11

1

VDD

P11

SI10 

RxD0

逐次変換レジスタ
(SAR)

01234567

0 0 EGP5 EGP4 EGP3 EGP2 EGP1 EGP0

0 0 EGN5 EGN4 EGN3 EGN2 EGN1 EGN0

IF0L 割り込み要求フラグ・レジスタ0L
アドレス：FFE0H、リード/ライト、リセット時：00H

01234567

SRE
IF6

PIF5 PIF4 PIF3 PIF2 PIF1 PIF0
LVI
IF

INTCSI10信号

ANI2

PM
21

1
P
21

1

P2
ポート・
レジスタ2PM2

ポート・
モード・
レジスタ2

0: 出力、
1: 入力

P21

P21

A/Dポート・コンフィギュ
レーション・レジスタ

2 1 0
ADP
C2

ADP
C1

ADP
C0

ADPC

00H, 01H：A/D
02H-04H：ポート

PM
20

0
P
20

0

P2
ポート・
レジスタ2PM2

ポート・
モード・
レジスタ2

0: 出力、
1: 入力

P20

P20

A/Dポート・コンフィギュ
レーション・レジスタ

2 1 0
ADP
C2

ADP
C1

ADP
C0

ADPC

00H：A/D
01H-04H：ポート

ANI2

ANI0

P
01

/T
I0

10
/T

O
00

P01

P0
ポート・レジスタ0

P
01

1

PM0
ポート・モード・
レジスタ0
0: 出力、1: 入力

PM
01

1

PU0
プルアップ抵抗
オプション・レジスタ0

PU
01

1

VDD

P01

TI010

TO00

P00

P0
ポート・レジスタ0

P
00

0

PM0
ポート・モード・
レジスタ0
0: 出力、1: 入力

PM
00

0

PU0
プルアップ抵抗
オプション・レジスタ0

PU
00

0

VDD

P00

TI000

P
00

/T
I0

00
P

12
0/

IN
T

P
0/

E
X

LV
I

P120

P120

P12
ポート・レジスタ12

P
120

0

PM12
ポート・モード・
レジスタ12
0: 出力、1: 入力

PM
120

0

PU12
プルアップ抵抗
オプション・レジスタ12

PU
120

0

VDD

INTP0

EXLVI

F
LM

D
0

FLMD0端子
通常動作モード時は，FLMD端子をVSS

に接続してください。
セルフ・プログラミング時は，FLMD0端子
にハイ・レベルを入力してください。

CSIPR10
STPR0

＜36ピン・プラスチックFLGA（4x4）の端子接続図＞

Top View Bottom View

F E D C B A A B C D E F

6

5

4

3

2

1

インデクス・マーク�

�

NC注

P120/INTP0/
EXLVI 

P01/TI010/TO00 

ANI0/P20 

ANI3/P23 

NC注

RESET 

FLMD0 

ANI1/P21 

ANI2/P22 

AVSS

AVREF

名称

P122/X2/EXCLK
(/OCD0B)

VSS

REGC 

P10/SCK10/TxD0 

P12/SO10 

P11/SI10/RxD0 

P121/X1
(/OCD0A) 

VDD

P00/TI000 

P13/TxD6 

P14/RxD6 

P17/TI50/TO50 

名称

EVSS

EVDD

P60/SCL0 

P15/TOH0 

P16/TOH1/INTP5 

P31/INTP2
(/OCD1A) 

NC注

P33/TI51/TO51/
INTP4 

P61/SDA 

P30/INTP1 

P32/INTP3
(/OCD1B)

NC 注

名称

F6D6B6

F5D5B5

F4D4B4

F3D3B3

F2D2B2

F1D1B1

E6C6A6

E5C5A5

E4C4A4

E3C3A3

E2C2A2

E1C1A1

ピン
番号

ピン
番号

ピン
番号

ワンショット・パルスの再トリガ

ワンショット・パルス出力モードで，

アクティブ・レベルを出力中に，トリ

ガが発生しないようにしてください。

次のトリガ入力は，必ず現在のアク

ティブ・レベルが終わったあとで発生

するようにしてください。

セ
レ
ク
タ

オプション・バイト

アドレス：0081H/
1081H POCモードの選択

0: 1.59 V POCモード
1: 2.7 V/1.59 V POCモード

低速内蔵発振器の動作
0: ソフトウエアにより停止可能
1: 停止不可

（ ）内はfRL = 264 kHz (MAX.) の場合

0080H/1080Hの設定値
WDCS2 = WDCS1 = WDCS0 =0かつ
WINDOW1 = WINDOW0 = 0の
組み合わせは，設定禁止です。

オーバフロー時間の選択

ウインドウ・オープン期間の選択
（WDT参照） 0: カウンタ動作禁止

1: カウンタ動作許可

0
0
0
0
1
1
1
1

0
0
1
1
0
0
1
1

0
1
0
1
0
1
0
1

1024/fRL （3.88ms)
2048/fRL （7.76ms)
4096/fRL （15.52ms)
8192/fRL （31.03ms)
16384/fRL （62.06ms)
32768/fRL （124.12ms)
65536/fRL （248.24ms)
131072/fRL （496.48ms)

低速内蔵発振クロックの供給
LSROSC = 0の場合，HALT/STOPモー

ド時は，ウォッチドッグ・タイマにカウント・
クロックは供給されません。ただし，低速
内蔵発振クロックでTMH1が動作している
場合,HALT/STOPモード時でもTMH1に
カウント・クロックは供給されます。

ブート・スワップ使用時

セルフ・プログラミング時に
ブート・スワップを使用する場合，
0080H-0084Hは1080H-1084H
と切り替わるので，あらかじめ
1080H-1084Hにも0080H-0084H
と同じ値を設定してください。

オプション・バイト設定のソフトウエア記載例

OPT      CSEG  AT 0080H
OPTION:  DB  30H; ウォッチドッグ・タイマの設定

DB  00H;  1.59 V POCモード
DB  00H;  予約領域
DB  00H;  予約領域
DB  00H;  オンチップ・デバッグ動作禁止

低速内蔵発振器の動作
LSROSC = 1の場合，低速
内蔵発振器の制御はできま
せん。

0082H/1082H，0083H/1083Hの設定値
予約領域のため，必ず00Hを設定して

ください。

0
1
0

1

0
0
1

1

動作禁止
設定禁止
動作許可，オンチップ・デバッグ・セキュ
リティID認証失敗時にフラッシュ・メモリ

のデータを消去しない
動作許可，オンチップ・デバッグ・
セキュリティID認証失敗時にフラッシュ・

メモリのデータを消去する

オンチップ・デバッグ動作制御

0084H/1084Hの設定値

オンチップ・デバッグ機能
搭載品は，02Hまたは
03Hを設定してください。

オンチップ・デバッグ機能
非搭載品は，00Hを設定

してください。

0081H/1081Hの設定
POCMODEは，専用フラッシュ・メモリ・
プログラマによる書き込みのみ設定
可能です。セルフ・プログラミングおよび
セルフ・プログラミング中のブート・スワップ
動作では設定できません（このとき，1.59V
POCモード（ディフォールト）になります）。
ただし，ブート・スワップ動作時には1081H
の値は0081Hにコピーされますので，ブー
ト・スワップ使用時は，1081Hに0081H
と同じ値を設定しておくことを推奨します。

アドレス0080H/
1080H

0
WIN

DOW1
WIN

DOW0
WDT
ON

WD
CS2

WD
CS1

WD
CS0

LSR
OSC

01234567

01234567

0 0 0 0 0 0 0
POC

MODE

0 0 0 0 0 0 0 0
アドレス：0082H/

1082H

0 0 0 0 0 0 0 0
アドレス：0083H/

1083H

0 0 0 0 0 0
OCD
EN1

OCD
EN0

アドレス：0084H/
1084H

2.7 V/1.59 V POCモード

2.7 V/1.59 V POCモード

A
N

I3/P
23

A
N

I2/P
22

ITEM DIMENSIONS

D

E

w

e

A

b

x

y

y1

ZD

ZE

4.00±0.10

4.00±0.10

0.05

0.20

0.91±0.07

0.08

0.50

0.24±0.05

(UNIT:mm)

0.20

0.75

0.75

S

y1 S A

Sy

Sx32x  b A BM

e

Sw B

ZDZE

INDEX MARK

B

C

D

A

Sw AD

E 2.90

2.90 E

1

2

F E D C B A

3

4

5

6

DETAIL OF  C  PART

  b

  0.34±0.05
0.55

0.70±0.05
0.55±0.05

0.70±0.05
0.55±0.05

0.75 0.75
0.55 0.55

R0.17±0.05 R0.17±0.05
R0.12±0.05 R0.12±0.05

R0.275±0.05

R0.35±0.05
0.75

0.55±0.05
0.70±0.05

0.55
0.75

0.55±0.05
0.70±0.05

DETAIL OF  D  PART DETAIL OF  E  PART

(Land pad)

(Aperture of
solder resist)

φ

φ

φ φ

36ピン・プラスチック FLGA（4x4）外形図

注 NCは，VSSに接続することを推奨します。

1630

1

M

S

S

V

detail of lead end

ITEM DIMENSIONS

A

B

C

E

F

G

H

I

J

L

M

N

D

0.30

0.65 (T.P.)

0.10±0.05

1.30±0.10

1.20

8.10±0.20

6.10±0.10

1.00±0.20

0.50

0.13

0.10

0.22+0.10
−0.05

K 0.15+0.05
−0.01

P 3°+5°
−3°

(UNIT:mm)

V

W WA

I

F

G

E C N

D M

B K

H

J

P

U

T

L 9.70±0.10

T

U

V

0.25(T.P.)

0.60±0.15

0.25 MAX.

W 0.15 MAX.

15

30ピン・プラスチックSSOP（7.62 mm（300））外形図（単位：mm）

注意
実際の各端子の中心位置は，中心から0.13 mm以内です。�

（2.7 V≦AVREF≦5.5 V, LV0 = 0）

（2.3 V≦AVREF＜5.5 V, LV0 = 1）

11

10

9

P
30/IN

T
P

1

18

P30
P3
ポート・レジスタ3

P
30

0

PM3
ポート・モード・

レジスタ3
0: 出力、1: 入力

PM
30

0

PU3
プルアップ抵抗

オプション・レジスタ3

PU
30

0

VDD

P30

INTP1
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R
E

G
C

12

V
S

S

13

V
D

D

14

レギュレータ

P
31/IN

T
P

2(/O
C

D
1A

)

17

P31

P31

P3
ポート・レジスタ3

P
31

1

PM3
ポート・モード・

レジスタ3
0: 出力、1: 入力

PM
31

1

PU3
プルアップ抵抗

オプション・レジスタ3

PU
31

1

VDD

INTP2

REGC端子
コンデンサ（0.47～1 μ F：推奨）を介し，

VSSに接続してください。

P
17/T

I50/T
O

50

19

P17
P1
ポート・レジスタ1

P
17

7

PM1
ポート・モード・

レジスタ1
0: 出力、1: 入力

PM
17

7

PU1
プルアップ抵抗

オプション・レジスタ1

PU
17

7

VDD

P17

P
12

1/
X

1(
/O

C
D

0A
)

P
12

2/
X

2/
E

X
C

LK
(/

O
C

D
0B

)

P122

P122
P12
ポート・レジスタ12

P
122

2

PM12
ポート・モード・
レジスタ12
0: 出力、1: 入力

PM
122

2

EXCLK

P121
P12
ポート・レジスタ12

P
121

1

PM12
ポート・モード・
レジスタ12
0: 出力、1: 入力

PM
121

1

P121

P-chN-ch

EX
CLK

OSC
SEL

7      6
OSCCTL
クロック動作
モード選択
レジスタ

P121/X1, P122/X2/EXCLK端子
リセット解除時は，入出力ポート・
モードです。

X2

備考 （ ）内の端子名は，μ PD78F0503DA（オンチップ・デバッグ機能搭載品）のみ

P
16/T

O
H

1/IN
T

P
5

20

P16
P1
ポート・レジスタ1

P
16

6

PM1
ポート・モード・

レジスタ1
0: 出力、1: 入力

PM
16

6

PU1
プルアップ抵抗

オプション・レジスタ1

PU
16

6

VDD

P16

INTP5

P
32/IN

T
P

3(/O
C

D
1B

)

16

P32

P32

P3
ポート・レジスタ3

P
32

2

PM3
ポート・モード・

レジスタ3
0: 出力、1: 入力

PM
32

2

PU3
プルアップ抵抗

オプション・レジスタ3

PU
32

2

VDD

INTP3

P
15/T

O
H

0

21

P15
P1
ポート・レジスタ1

P
15

5

PM1
ポート・モード・

レジスタ1
0: 出力、1: 入力

PM
15

5

PU1
プルアップ抵抗

オプション・レジスタ1

PU
15

5

VDD

P15

TI50

TOH1

TOH0

TMC
516 

LVS
51

TCE
51

TM51
8ビット・タイマ・カウンタ51

CR51
８ビット・タイマ・
コンペア・レジスタ51

01234567アドレス：FF41H
リード/ライト
リセット時：00H

0 0
LVR
51

TMC
511

TCE
51

TMC51
８ビット・タイマ・モード・
コントロール・レジスタ51

01234567アドレス：FF43Ｈ
リード/ライト
リセット時：00H

0: タイマ動作停止
(カウンタは0にクリア)

1: タイマ動作許可

タイマ出力F/F
の状態（ライト・
オンリー）
0  0   変化しない
0  1   F/Fをクリア（0）
1  0   F/Fをセット（1）
1  1   設定禁止

TM51 – ８ビット・タイマ／イベント・カウンタ51

01234567

アドレス：FF1FH
リード
リセット時：00H

コンペア

01234567

0: 出力禁止（出力はロウ･レベル）
1: 出力許可

PWMモード以外 PWMモードの

アクティブ・レベル
0 出力反転動作禁止 ハイ・アクティブ
1 出力反転動作許可 ロウ・アクティブ

0: 一致＆クリア・モード
1: PWMモード

セ
レ
ク
タ

TCL510,
TCL511,
TCL512

fPRS

fPRS/2

fPRS/16

fPRS/64

fPRS/256

fPRS/4096

0 0 0 0 0
TCL
512

TCL
511

TCL
510

カウント・クロック選択

アドレス：FF8CH
リード/ライト
リセット時：00H

TCL51
タイマ・クロック選択レジスタ51

0
0
0
0
1
1
1
1

0
0
1
1
0
0
1
1

0
1
0
1
0
1
0
1

TI51端子の立ち下がりエッジ
TI51端子の立ち上がりエッジ
fPRS

fPRS/2
fPRS/16
fPRS/64
fPRS/256
fPRS/4096

CR51の書き換え
PWMモード以外では，
動作中にCR51に異なる値を

書き込まないでください。

TCL51の書き換え
TCL51を同一データ以外に

書き換える場合は，いったん
タイマ動作を停止させてから
書き換えてください。

INTTM51信号一致

・X1発振（水晶/セラミック発振）

ウォッチドッグ・タイマ，
8ビット・タイマH1へ

・外部クロック入力

② 高速内蔵発振

-1~20MHz
-STOP命令で発振を停止できる

-1~20MHz
-STOP命令で発振を停止できる
-P121/X1端子をポートとして使用可

-8MHz(TYP.)
-STOP命令で発振を停止できる
-P121/X1, P122/X2/EXCLK
端子をポートとして使用可

1/1 1/2 1/4

周辺ハードウエア用
クロック

CPUクロック

RCM 内蔵発振モード・レジスタ
アドレス：FFA0H、リード/ライト、リセット時：80H
0: 低速内蔵発振器の発振、1: 停止

オプション・バイト
アドレス：0080H/1080H

0
LSR
OSC

0: プログラムにより停止可能、1: 停止不可

PCC

OSTCTL,
MSTOPビット

X1/P121

X2/P122/
EXCLK

Vss

EXCLK/P122/
X2

Vss

外部
クロック

P121/X1

P122/X2/
EXCLK

Vss

ポートとして
使用可

ポートとして
使用可

fCPU

fRL

低速内蔵発振器
(240kHz (TYP.))

LSR
STOP

1

<メイン・システム・クロック>

①高速システム・クロック

高速内蔵発振器
(8MHz (TYP.))

RCM 内蔵発振モード・レジスタ
アドレス：FFA0H、リード/ライト、リセット時：80H

0: 高速内蔵発振器の発振
1: 停止

RS
TOP

0

RS
TS

7

0: 高速内蔵発振器の発振精度安定待ち中
1: 高速内蔵発振器安定動作

（リード・オンリー）

fX
fEXCLK

セレクタ

fX
H

MCM   

fX
P

1/16

MOC
メインOSCコントロール・レジスタ

アドレス：FFA2H
リード/ライト
リセット時：80H

01234567

0 00 0 0 0
MS

TOP
0

0: X1発振動作またはEXCLK端子からの外部クロック有効
1: X1発振停止またはEXCLK端子からの外部クロック無効

1/8

セレクタ

セレクタ

fPRS

01234567

OSCCTL クロック動作モード選択レジスタ

アドレス：FF9FH
リード/ライト
リセット時：00H

高速システム・
クロックの動作モード
0   1  X1発振
1   1  外部クロック入力
X   0  P121, P122を入出力

ポートと して使用

0 0 0 0 0
AM
PH

EXC
LK

OSC
SEL

高速システム・クロックの動作モード
0: 1 MHz≦fXH≦10 MHz
1: 10 MHz＜fXH≦20 MHz

ポートとして
使用可

P121/X1

高速システム・クロック周波数が
10MHzを越える場合
リセット解除後，周辺機能を設定す
る前に，必ずAMPHに1を設定して
ください。

fR
H

メイン・システム・クロックの選択
メイン・システム・クロックに高速システム・
クロックを設定した場合，周辺ハードウエア・
クロックに高速システム・クロック以外の
クロックを設定できません。

電源電圧投入時のクロック発生回路動作
・電源投入時から1.8Vに達するまでの電圧の立ち上がりが，0.5V/ms (MIN.) よりも緩やかな場合は，電源投入
時から1.8Vに達するまで，RESET端子にロウ･レベルを入力するか，オプション・バイトで2.7V/1.59V POC
モードを設定（POCMODE = 1） してください。

・電源電圧が1.59V（TYP.）に達したあと，1.93～5.39msの電圧安定待ち時間が必要となります。1.59V（TYP.）
から2.7V（TYP.）に達する時間が1.93ms以内の場合は，リセット処理前に0～5.39msの電源安定待ち時間が
自動的に発生します。

OSTS 発振安定時間選択レジスタ

アドレス：FFA4H
リード/ライト
リセット時：05H

アドレス：FFA3H
リード
リセット時：00H

OSTC 発振安定時間カウント状態レジスタ

01234567

STOPモード解除後の発振安定時間

0 0 0 0 0
OST
S2

OST
S1

OST
S0

X1発振の水晶/
セラミック発振を
選択したときのみ
有効

01234567

00 0
MOS
T11

MOS
T13

MOS
T14

MOS
T15

MOS
T16

X1発振の水晶/セラミック発振の、

発振安定時間のステータス

0
0
1
1
1

0
0
0
1
1

2048クロック以上
8192クロック以上
16384クロック以上
32768クロック以上
65536クロック以上

0
0
0
0
1

1
1
1
1
1

0
1
1
1
1

0
0
0
1
1

0
1
1
0
0

1
0
1
0
1

2048クロック
8192クロック
16384クロック
32768クロック
65536クロック

OSTCについて
・上記時間経過後，MOST11から順番に「1」になって
いき，そのまま「1」を保持します。

・STOPモード解除後のOSTCは，OSTSで設定して
いる発振安定時間までのステータスしかセットされ
ません。

OSTSについて
・CPUクロックがX1クロック時にSTOPモードへ移行
する場合は，STOP命令を実行する前にOSTSを
設定してください。
・X1クロックの発振安定時間中は，OSTSを変更し
ないでください。

クロック発振停止前の条件とフラグの設定
クロック クロック停止（外部クロック入力無効）前条件 フラグ設定

RSTOP=1高速内蔵
発振クロ
ック

・MCS=1またはCLS=1（CPUクロックが高速

内蔵発振クロック以外で動作）
・高速内蔵発振クロックで動作している周辺
ハードウエアを停止

高速システ
ム・クロック

・MCS=0またはCLS=1（CPUクロックが高速

システム・クロック以外で動作）
・高速システム・クロックで動作している周辺
ハードウエアを停止

MSTOP=1

01234567
MCM メイン・クロック・モード・レジスタ

アドレス：FFA1H
リード/ライト
リセット時：00H

0 0 0
XS
EL

MCS
MC
M0

0 0

メイン・システム・クロック（fXP）の

ステータス
0: 高速内蔵発振クロックで動作
1: 高速システム・クロックで動作

（リード・オンリー）

周辺ハードウエア・
クロック（fPRS）

01234567

PCC プロセッサ・クロック・コントロール・レジスタ

アドレス：FFFBH
リード/ライト
リセット時：01H

0 0
PCC

2
PCC

1
PCC

0
0

fXP

fXP/2
fXP/4
fXP/8
fXP/16

0 0 0
0 0 1
0 1 0
0 1 1 
1 0 0

CPUクロックの分周

XSELフラグ
リセット解除後，1回
だけ設定可能です。

0 0

IICE0の設定
SCL0ラインがハイ・レベル，
SDＡ0がロウ・ レベルの
状態で，I2Cを動作許可
（IICE0=1）した場合，直後
にスタート・コンディションを
検出してしまいます。IICE０
をセット（1）したあと，連続
して1ビット・メモリ操作命令
により，LREL0をセット（1）
してください。

ク
ロ
ッ
ク
制
御
回
路

fPRS

SVA0 スレーブﾞ・アドレス・レジスタ0
アドレス：FFA7H リード/ライト リセット時：00H

0

7 6 5 4 3 2 1 0

0:アドレス不一致
1:アドレス一致

IICX0 IIC機能拡張レジスタﾀ0
アドレス：FFA9H リード/ライト リセット時：00H

CLX
0

7 6 5 4 3 2 1 0
CLX

0

7 6 5 4 3 2 1 0

CL
01

SMC
0

CL
00

DAD
0

CLD
0

00

7 6 5 4 23 1 0
DFC

0
CL
01

SMC
0

CL
00

DAD
0

CLD
0

00

7 6 5 4 23 1 0
DFC

0

IICCL0 IICクロック選択レジスタ0
アドレス：FFA8H リード/ライト リセット時：00H

SCL0端子のレベル検出
0:ロウ・レベル
1:ハイ･レベル

（リード･オンリー）
0:ディジタル・フィルタ・
オフ

1:ディジタル・フィルタ・
オン

（高速モード時のみ）

SDA0端子のレベル検出
0:ロウ・レベル
1:ハイ･レベル

（リード･オンリー）

CL
X0

0
0
0
0
0
1
1

SM
C0

0
0
0
1
1
1
1

CL
01

0
0
1
0
1
0
1

選択
クロック
（fW）
fPRS/2
fPRS/2
fPRS/4
fPRS/2
fPRS/4
fPRS/2
fPRS/4
設定禁止

CL
00

0
1
0
X
0
X
0

転送
クロック
（fW/m）
fW/44
fW/86
fW/86
fW/24
fW/24
fW/12
fW/12

設定可能な
fWの範囲

2 - 4.19 MHz
4.19 - 8.38 MHz

4 - 8.38 MHz

4 – 4.19 MHz

動作
モード

標準
モード

高速
モード

0:ST発行
1:ST発行できず。STT0クリア。

（リード・オンリー）

0:バス開放状態
1:バス通信状態

（リード・オンリー）
0:SP検出によりST生成許可
1:SP検出せずにST生成許可

0:通信予約許可
1:通信予約禁止

IICF0 IICフラグ・レジスタ0
アドレス：FFABH リード/ライト リセット時：00H

ST
CEN

0
IIC

RSV
00

IIC
BSY

STC
F

7 6 5 4 23 1 0

0

0:通常動作状態
1:待機状態

SP検出による割り込み

要求発生
0:禁止
1:許可

0：SPを生成しない
1：SPを生成する

0：アクノリッジを禁止
1：アクノリッジを許可

0:動作停止
1:動作許可

0:ウエイトを解除しない
1:ウエイトを解除する

0:STを生成しない
1:バスが開放されているとき
→STを生成する
第三者が通信中かつ通信
予約許可のとき
→ST生成を予約する
第三者が通信中かつ通信
予約不許可のとき
→STCFをセット（1）し，

STT0をクリア（0）。 STを
生成しない

ウエイト状態
→ウエイトを解除してRST
を生成する

割り込み要求発生のタイミング
0:8クロック目の立ち下がり
1:9クロック目の立ち下がり

IICC0 IICコントロール・レジスタ0
アドレス：FFA6H リード/ライト リセット時：00H

IICE
0

LRE
L0

WRE
L0

SPIE
0

WTI
M0

ACK
E0

STT
0

SPT
D0

01234567

INTIIC0信号

ST： スタート・コンディション
RST：リスタート・コンディション
SP： ストップ・コンディション

IIC0 - シリアル・インタフェースＩＩＣ

IIC0の書き込み
データ転送中はIIC0にデータを書き

込まないでください。

IICO IICシフト・レジスタ
アドレス：FFA5H リード/ライト リセット時：00H

7 6 5 4 3 2 1 0

送
信
・
受
信
完
了

割り込み
制御回路

IICS0 IIC状態レジスタ0
アドレス：FFAAH リード リセット時：00H

MST
S0

ALD
0

EXC
0

COI
0

TRC
0

ACK
D0

STD
0

SPD
0

01234567

0:拡張コードﾞを受信して
いない

1:拡張コードを受信している

0:受信状態
1:送信状態

0:アクノリッジを検出していない
1:アクノリッジを検出している

0:スレーブ通信
または待機状態

1:マスタ通信状態
0:アービトレーションに
負けていない状態

1:アービトレーションに
負けた状態

0:STを検出していない
1:STを検出している

0:SPを検出していない
1:SPを検出している

上記以外

プロセッサ・レジスタ

01234567

0123456789101112131415

01234567

01234567

01234567

01234567

01234567

01234567

01234567

AX

CB

ED

LH

汎用レジスタ（２本を連結し，16ビット・レジスタとしても使用できる）

0123456789101112131415

プログラム・ カウンタ

Z
RBS

1
AC

RBS
0

0 ISP CYIE

PSW
プログラム・ステータス・ワード
リセット時：02H

01234567

割り込み許可
0: 割り込み禁止（DI）
1: 割り込み許可（EI）

補助
キャリー
（ビット3
からの
キャリー）
0: なし、
1: あり

ゼロ・フラグ
0: ゼロでなかった、1: ゼロだった

キャリー・フラグ
0: なし、1: あり

SP スタック・ポインタ

レジスタ・バンク0-3の選択

インサービス・プライオリティ・フラグ
0:低優先順位の割り込み禁止
1:すべてのマスカブル割り込み
許可

0: MSBファースト
1: LSBファースト

1: SBF受信トリガ

TXB6 送信バッファ・レジスタ6
アドレス：FF0BH、リード/ライト、リセット時：FFH

01234567

01234567

ASICL6 ASIコントロール・レジスタ6

SBR
F6

SBR
T6

SBT
T6

SBL
62

SBL
61

SBL
60

DIR
6

TXD
LV6

01234567

TxD6出力反転
0: 通常出力、1: 反転出力

SBF長設定

1: SBF送信トリガ

1: SBF受信中

（リード・オンリー）

送

送信完了

アドレス：FF58H
リード/ライト
リセット時：16H

INTST6信号

RXS6 受信シフト・レジスタ6

01234567

RXB6 受信バッファ・レジスタ6
アドレス：FF0AH、リード、リセット時：FFH

01234567

ASIM6 ASI動作モード・レジスタ6

アドレス：FF50H
リード/ライト
リセット時：01H

POW
ER6

TXE
6

RXE
6

PS
61

PS
60

CL
6

SL
6

ISR
M6

01234567

エラー発生時
0: INTSRE6発生
1: INTSR6発生

0: ストップ・ビット数=1
1: ストップ・ビット数=2

1: 送信動作許可

1: 受信動作許可

1: 動作許可

ASIS6 ASI受信エラー・ステータス・レジスタ6
アドレス：FF53H、リード、リセット時：00H

0 0 0 0 0
PE
6

FE
6

OVE
6

01234567

1: オーバラン・エラー

1: フレーミング・エラー

1: パリティ・エラー
このレジスタは
読み出されると
ゼロにクリアされる。

受

受信完了

エラー発生 エラー
検出回路

0: キャラクタ長 = 7ビット
1: キャラクタ長 = 8ビット

INTSRE6信号

INTSR6信号

0 0 0 0 0 0
TXB
F6

TXS
F6

01234567

送信シフト・レジスタ・データ・フラグ
1: 送信バッファ・レジスタ6（TXB6）より

データが転送されたとき（データ送信中のとき）

送信バッファ・データ・フラグ
1: 送信バッファ・レジスタ6（TXB6）にデータを

書き込んだとき（TXB6にデータが存在するとき）

CKSR6 クロック選択レジスタ6

0 0 0 0
TPS
63

TPS
62

TPS
61

TPS
60

01234567

この4ビットの値をLとするとき、基本クロック（fXCLK6）はfPRS/2L 。
(L = 0～10、L=12以上は設定禁止)
たとえば、L = 3のときfPRS/8、L = 7のときfPRS/128となる。
L = 11のみTM50の出力をクロックとして選択。

MLD
67

MLD
66

MLD
65

MLD
64

MLD
63

MLD
62

MLD
61

MLD
60

01234567

この8ビットの値をkとするとき、分周値はfXCLK6/k。
（fXCLK6 = CKSR6 (クロック選択レジスタ6) で設定したクロック

k = 4～255、 k = 3以下は設定禁止）
たとえば、k = 8のときfXCLK6/8、k = 252のときfXCLK6/252となる。
ボーレート値はこのfXCLK6/kを1/2分周したもの。

BRGC6 ボー・レート・ジェネレータ・コントロール・レジスタ6

アドレス：FF56H
リード/ライト
リセット時：00H

アドレス：FF57H
リード/ライト
リセット時：FFH

ASIF6 ASI送信ステータス・レジスタ6

アドレス：FF55H
リード
リセット時：00H

連続送信機能
送信バッファ（TXB6）
から送信シフト・レジスタ
（TXS6）にデータが転送
され次第，次のデータを
書き込むことができる
ため，効率良く連続的
に送信できます。

LIN（ローカル・インターコネクト・ネットワーク）

車載ネットワークで主に採用されている

LIN-busに対応しています。LINの受信では，

ウエイクアップ信号検出で外部割り込み （IN

TP0）を，シンク・フィールド長計測で16ビット・

タイマ（TM00）を使用します。これらはISC

レジスタで 内部切り換えできるので，外部で

結線する必要はありません。

UART6 – アシンクロナス・シリアルインタフェース

TM50の出力 （TO50）を使用する
場合
TO50端子をタイマ出力許可に
する必要はありません。

0  0   パリティなし
0  1   ゼロ・パリティ
1  0   奇数パリティ
1  1   偶数パリティ

TxD6出力反転
TxD6出力反転を
使用する場合は，
相手側も反転レ
ベルで受信して
ください。

TXE6, RXE6の再設定
TXE6とRXE6は，CKSR6で設定した基本クロック
（fXCLK6）により，同期されています。再び送信ま
たは受信動作を許可する場合は，TXE6=0または
RXE6=0に設定してから基本クロック2クロック以
降にTXE6=1またはRXE6=1に設定 してください。
基本クロック2クロック以内に設定すると，送信回路
または受信回路を初期化できない場合があります。

TXB6の書き込み
・TXBF6が1のとき，TXB6にデータを書き込ま
ないでください。

・TXE6=1に設定したあと，基本クロック（fXCLK6）
1クロック以上待ってから，TXB6に送信データ
を設定してください。

TXS6 送信シフト・レジスタ6

ISC 入力切り替え制御レジスタ

アドレス：FF4FH
リード/ライト
リセット時：00H

0 0 0 0 0 0
ISC
1

ISC
0

01234567

TI000入力ソース選択 0: TI000 (P00)、1: RxD6 (P14)

INTP0入力ソース選択 0: INTP0 (P120) 、1: RxD6 (P14)

連続送信の注意事項
・最初の送信データ（1バイト目）をTXB6に書き込んだ
あと，必ずTXBF6が0であることを確認してから次の
送信データ（2バイト目）を書き込んでください。TXBF6
が１のときに書き込んだ場合の送信データは保証でき
ません。

・連続送信完了時に送信ユニットを初期化する場合は，
INTST6信号発生後に必ずTXSF6が0であることを
確認してから初期化を実行してください。TXSF6が1
のときに初期化を実行した場合の送信データは保証
できません。

TO50

TMH1
8ビット・タイマ
カウンタH1

一致

7 6 5 4 3 2 1 0

CMP11
8ビット・タイマH
コンペア・レジスタ11

7 6 5 4 3 2 1 0
アドレス：FF1BH
リード/ライト
リセット時：00H

出力
制御

7 6 5 4 3 2 1 0
CKS
12

CKS
11

CKS
10

TMM
D11

TMM
D10

TOL
EV1

TO
EN1

TMH
E1

アドレス：FF6CH
リード/ライト
リセット時：00H

0: 出力禁止、1: 出力許可

0:タイマ出力ロウ・レベル
1:タイマ出力ハイ・レベル

0: タイマ動作停止
（カウントは0にクリア）

1: タイマ動作許可

（クロック入力でカウント開始）
0
0
0
0
1
1
1
1

0
0
1
1
0
0
1
1

0
1
0
1
0
1
0
1

fPRS

fPRS/4
fPRS/16
fPRS/64
fPRS/4096
fRL/128
fRL/512
fRL

TMHMD1
8ビット・タイマH
モード・レジスタ1

カウント・クロック選択

セ
レ
ク
タ

fPRS
fPRS/4
fPRS/16
fPRS/64
fPRS/4096
fRL/128
fRL/512
fRL

リモコン出力
0  0   ロウ・レベル出力
0  1 INTTM51信号入力の立ち上がりエッジで

ハイ・レベル出力
1  0   ロウ・レベル出力
1 1 INTTM51信号入力の立ち上がりエッジで

キャリア・パルス出力

0 0 0 0
RMC

1
NRZ
B1

NRZ
1

0
アドレス：FF6DH
リード/ライト
リセット時：00H

0: キャリア出力禁止状態（ロウ・レベル状態）
1: キャリア出力許可状態（RMC1 = 1:キャリア・

パルス出力、RMC1 = 0:ハイ・レベル状態）
（リード・オンリー）

TMCYC1
8ビット・タイマHキャリア・
コントロール・レジスタ1

7 6 5 4 3 2 1 0

TMH1 – 8ビット・タイマH1

キャリア・ジェネレータ
機能

8ビット・タイマH1で
キャリア・クロックを
生成（コンペア・レジ
スタ01（CMP01）で
ロウ・レベル幅を，
コンペア・レジスタ
11（CMP11）でハイ・

レベル幅を設定）し，
8ビット・タイマ/イベ
ント・カウンタ51で
設定した周期で出
力します。

一致

CMP01
８ビット・タイマH
コンペア・レジスタ01

7 6 5 4 3 2 1 0アドレス：FF1AH
リード/ライト
リセット時：00H

タイマ動作モード
0  0   インターバル・タイマ
0  1 キャリア・ジェネレータ・モード
1  0   PWM出力モード
1 1 設定禁止

PWM（パルス・ワイ
ズ・モジュレータ）
機能
コンペア・レジスタ
01（CMP01）でパ
ルス周期 を設定し，
コンペア・レジスタ
11（CMP11）で
デューティを設定
してパルスを出力
します。

CMP01の書き換え
タイマ・カウント動作中
に値を書き換えないで
ください。ただし，タイマ・
カウント動作中にリフレッ
シュ（同値書き込み）す
ることは可能です。

INTTMH0信号

TMH0
8ビット・タイマ
カウンタH0

CMP00
８ビット・タイマH
コンペア・レジスタ00

7 6 5 4 3 2 1 0

一致

7 6 5 4 3 2 1 0

アドレス：FF18H
リード/ライト
リセット時：00H

CMP10
8ビット・タイマH
コンペア・レジスタ10

7 6 5 4 3 2 1 0
アドレス：FF19H
リード/ライト
リセット時：00H

出力
制御

7 6 5 4 3 2 1 0
CKS
02

CKS
01

CKS
00

TMM
D01

TMM
D00

TOL
EV0

TO
EN0

TMH
E0

アドレス：FF69H
リード/ライト
リセット時：00H

0: 出力禁止、
1: 出力許可

0:タイマ出力ロウ・レベル
1:タイマ出力ハイ・レベル

0: タイマ動作停止（カウントは0にクリア）
1: タイマ動作許可（クロック入力でカウント開始）

0
0
0
0
1
1

0
0
1
1
0
0

0
1
0
1
0
1

fPRS
fPRS/2
fPRS/4
fPRS/64
fPRS/1024
TM50の出力

TMHMD0
8ビット・タイマH
モード・レジスタ0

カウント・クロック選択

セ
レ
ク
タ

fPRS
fPRS/2
fPRS/4
fPRS/64
fPRS/1024

一致

TO50

TM50の出力（TO50）
を使用する場合
TO50端子をタイマ
出力許可にする必要
はありません。

TMH0 – 8ビット・タイマH0

タイマ動作モード
0  0   インターバル・タイマ
1  0   PWM出力モード
X 1 設定禁止

CMP00の書き換え
タイマ・カウント動作中に
値を書き換えないでくだ
さい。ただし，タイマ・カウ
ント動作中にリフレッシュ
（同値書き込み）すること
は可能です。

PWM（パルス・ワイズ・
モジュレータ）機能
コンペア・レジスタ
00（CMP00）でパ
ルス周期 を設定し，
コンペア・レジスタ
10（CMP10）で
デューティを設定
してパルスを出力
します。

0

TMC
506 

LVS
50

TCE
50

TM50
8ビット・タイマ・カウンタ50

CR50
８ビット・タイマ・
コンペア・レジスタ50

01234567
アドレス：FF17H
リード/ライト
リセット時：00H

0 0
LVR
50

TMC
501

TCE
50

TMC50
８ビット・タイマ・モード・
コントロール・レジスタ50

01234567アドレス：FF6BH
リード/ライト
リセット時：00H

0: タイマ動作停止
(カウンタは0にクリア)

1: タイマ動作許可

タイマ出力F/F
の状態（ライト・
オンリー）
0  0   変化しない
0  1   タイマF/Fクリア
1  0   タイマF/Fセット
1  1   設定禁止

TM50 – 8ビット・タイマ/イベント・カウンタ50

01234567アドレス：FF16H
リード
リセット時：00H

TCL500,
TCL501,
TCL502

コンペア
一致

0 0 0 0
TCL
502

TCL
501

TCL
500

01234567

カウント・クロック選択

0: 出力禁止(出力はロウ･レベル)
1: 出力許可

PWMモード以外 PWMモードのアクティブ・レベル
0 出力反転動作禁止 ハイ・アクティブ
1 出力反転動作許可 ロウ・アクティブ

0: 一致＆クリア・モード
1: PWMモード

アドレス：FF6AH
リード/ライト
リセット時：00H

fPRS

fPRS/4
fPRS/2

fPRS/64

fPRS/256

fPRS/8192

TCL50
タイマ・クロック
選択レジスタ50

セ
レ
ク
タ

0
0
0
0
1
1
1
1

0
0
1
1
0
0
1
1

0
1
0
1
0
1
0
1

TI50端子の立ち下がりエッジ
TI50端子の立ち上がりエッジ
fPRS

fPRS/2
fPRS/4
fPRS/64
fPRS/256
fPRS/8192

CR50の書き換え
PWMモード以外では，
動作中にCR50に異なる値を

書き込まないでください。

TCL50の書き換え
TCL50を同一データ以外に

書き換える場合は，いったん
タイマ動作を停止させてから
書き換えてください。

メモリ・マップ

FFFFH

FD00H
FCFFH

FB00H
FAFFH

0000H

FC00H
FBFFH

5FFFH
3FFFH

7FFFH

（オンチップ・デバッグ機能搭載）

使用不可

フラッシュ・メモリ
32K バイト

内部高速RAM
1024 バイト

特殊機能レジスタ（SFR）

256 バイト

μPD78F0503A

ベクタ・テーブル領域

CALLTテーブル領域

オプション・バイト領域
（0080-0084H）

CALLFエントリ領域

プログラム領域

プログラム領域

プログラム領域

オプション・バイト領域
（1080-1084H）

使用不可

フラッシュ・メモリ
24K バイト

内部高速RAM
1024 バイト

特殊機能レジスタ（SFR）

256 バイト

μPD78F0502A

ベクタ・テーブル領域

CALLTテーブル領域

オプション・バイト領域
（0080-0084H）

CALLFエントリ領域

プログラム領域

プログラム領域

プログラム領域

オプション・バイト領域
（1080-1084H）

使用不可

フラッシュ・メモリ
16K バイト

特殊機能レジスタ（SFR）

256 バイト

μPD78F0501A

ベクタ・テーブル領域

CALLTテーブル領域

オプション・バイト領域
（0080-0084H）

CALLFエントリ領域

プログラム領域

プログラム領域

プログラム領域

オプション・バイト領域
（1080-1084H）

内部高速RAM
768 バイト

1FFFH

0FFFH

ブート・
クラスタ1

ブート・
クラスタ0

使用不可

フラッシュ・メモリ
32K バイト

内部高速RAM
1024 バイト

特殊機能レジスタ（SFR）

256 バイト

μPD78F0503DA

ベクタ・テーブル領域

CALLTテーブル領域

オプション・バイト領域
（0080-0084H）

CALLFエントリ領域

プログラム領域

オプション・バイト領域
（1080-1084H）

プログラム領域

オンチップ・デバッグ・
セキュリティID設定領域

（0085-008EH）

オンチップ・デバッグ・
セキュリティID設定領域

（1085-108EH）

プログラム領域

使用不可

フラッ
シュ・
メモリ

8K
バイト

特殊機能レジスタ（SFR）

256 バイト

μPD78F0500A

ベクタ・テーブル領域

CALLTテーブル領域

オプション・バイト領域
（0080-0084H）

CALLFエントリ領域

プログラム領域

プログラム領域

プログラム領域

オプション・バイト領域
（1080-1084H）

内部高速RAM
512 バイト

FF00H
FEFFH

1FFFH

P14
P1
ポート・レジスタ1

P
14

4

PM1
ポート・モード・

レジスタ1
0: 出力、1: 入力

PM
14

4

PU1
プルアップ抵抗

オプション・レジスタ1

PU
14

4

VDD

P14

P13
P1
ポート・レジスタ1

P
13

3

PM1
ポート・モード・

レジスタ1
0: 出力、1: 入力

PM
13

3

PU1
プルアップ抵抗

オプション・レジスタ1

PU
13

3

VDD

P13

TxD6

RxD6

P
13/T

xD
6

P
14/R

xD
6

8

15

P33

P33

P3
ポート・レジスタ3

P
33

3

PM3
ポート・モード・
レジスタ3
0: 出力、1: 入力

PM
33

3

PU3
プルアップ抵抗
オプション・レジスタ3

PU
33

3

VDD

INTP4

P
33

/T
I5

1/
T

O
51

/IN
T

P
4

P61

P61

P6
ポート・
レジスタ6

P
61

1

PM
61

1
PM6
ポート・モード・レジスタ6
0: 出力、1: 入力

N-ch

VSS

P60

P60

P6
ポート・
レジスタ6

P
60

0

PM
60

0
PM6
ポート・モード・レジスタ6
0: 出力、1: 入力

N-ch

VSS

P
60

/S
C

L0
P

61
/S

D
A

0

SCL0

SCL0

SDA0

SDA0

TI51

TO51

INTTM50信号

22

23

INTTMH１信号

TO50

0123456789ABCDEF

ベクタ,CALLT,CALLF領域

リセット（RESET入力，
POC，LVI，WDT）Reserved低電圧検出割り込み

INTLVI

外部割り込み5
INTP5

外部割り込み4
INTP4

16ビット・タイマ00
INTTM010

UART6受信エラー
INTSRE6

CALLT1 CALLT0

CALLT11 CALLT9 CALLT8CALLT14 CALLT13

CALLT19 CALLT18 CALLT17 CALLT16CALLT23 CALLT22 CALLT21

CALLT27 CALLT26 CALLT25 CALLT24CALLT31 CALLT30 CALLT29

000xH

001xH

002xH

003xH

004xH

005xH

006xH

007xH

008xH

Reserved Reserved

Reserved Reserved 8ビット・タイマ51
INTTM51

16ビット・タイマ00
INTTM000

8ビット・タイマ50
INTTM50

UART6送信完了
INTST6

UART6受信完了
INTSR6

8ビット・タイマH0
INTTMH0

外部割り込み3
INTP3

外部割り込み0
INTP0

オプション
・バイト

オプション
・バイト

オプション
・バイト

プログラム領域（μ PD78F0503DAのみ，オンチップ・デバッグ・セキュリティID領域として使用可）

プログラム領域

009xH

07FxH

CALLF3 CALLF2 CALLF1 CALLF0CALLF7 CALLF6 CALLF5 CALLF4

CALLF11 CALLF10 CALLF9 CALLF8CALLF15 CALLF14 CALLF13 CALLF12

080xH

CALLF1019 CALLF1018 CALLF1017 CALLF1016CALLF1023 CALLF1022 CALLF1021 CALLF10200FFxH

ベクタ・テーブル

CALLTテーブル

CALLFエントリ

8ビット・タイマH1
INTTMH1

外部割り込み2
INTP2

CALLT12

CALLT20

CALLT28

Reserved

CSI10通信完了INTCSI10/
UART0送信完了 INTST0

外部割り込み1
INTP1

オプション
・バイト

Reserved Reserved ReservedBRK命令
BKR

CALLT7

CALLT15

CALLT5CALLT6 CALLT4

UART0受信完了／エラー
INTSR0

Reserved

CALLT3

A/Dコンバータ
INTAD

IIC0通信完了 INTIIC0

0 0
0 1
1 0
1 1 

メイン・システム・
クロック（fXP）
高速内蔵発振クロック（fRH）を

供給
高速システム・

クロック（fXH）を供給

CALLT10

CALLT2

オプション
・バイト

周辺ハードウエア・
クロック（fPRS）



デバイス・ファイル DF780547

システム・シミュレータ SM+ for  78K0/Kx2

統合デバッガ ID78K0-QB

Cライブラリ・ソース・ファイル CC78K0-L

Cコンパイラ CC78K0

アセンブラ・パッケージ RA78K0

ソフトウエア・パッケージ SP78K0IBM PC/ATTM互換機

PC98-NXシリーズ

ソフトウエア・ツールホスト・マシン

（1） ソフトウエア・ツール

（2） ハードウエア・ツール（1/3）

2.54 mmピッチの10ピン汎用コネクタ

ターゲット・コネクタの仕様

QB-78K0MINI

オンチップ・デバッグ・エミュレータ

① オンチップ・デバッグ・エミュレータ QB-78K0MINI （MINICUBE® ）

・ターゲット・コネクタのピン配置
（10ピン）

・ターゲット・コネクタの端子構成（10ピン）

オープン－RESERVED10

オープン－RESERVED9

GNDに接続－GND8

対象デバイスへのクロック出力端子OUTX1/CLK7

GNDに接続－GND6

デバッグ時のデータ通信用入出力端子IN/OUTX2/DATA5

ターゲット・システムの電源を使用する場合の入力端子INVDD4

オンチップ・デバッグ機能を制御する出力端子OUTFLMD03

対象デバイスへのリセット出力端子OUTRESET_OUT2

ターゲット・システム上のリセット入力端子INRESET_IN1

説明IN/OUT注2端子名注1ピン番号

注1. MINICUBEの端子名です。
2. MINICUBEを基点とした方向です。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

(Top View)

USBケーブル

ホスト・マシン

ターゲット・システム

対象デバイス

ターゲット・コネクタ（別売）

接続ケーブル
（10ピン・ケーブル）

STATUS

TARGET

POW
ER

備考 QB-78K0MINIは，ID78K0-QB, USBケーブル, 接続ケーブル（10ピン・ケーブル）, セルフ・チェック・ボードを添付して
います。

開発ツール （http://www.necel.com/micro/ja/development/asia/78k0kx2/index.html） （1/5）

（2） ハードウエア・ツール（2/3）

② インサーキット・エミュレータ QB-78K0KX2（IECUBE® ）

QB-
36FC-
NQ-01T

－－－QB-36FC-EA-
01T

36ピン・プラス
チックFLGA
（4x4）用

QB-
30MC-
NQ-01T

ターゲッ
ト・コネク

タ

QB-
30MC-
HQ-01T

マウント・
アダプタ

QB-
30MC-
YQ-01T

YQ

コネクタ

QB-30MC-
YQ-01T

スペース・

アダプタ

エクスチェン
ジ・アダプタ

QB-80-EP-
01T

エミュレー
ション・

プローブ

30ピン・プラス
チックSSOP
（7.62 mm
（300））用

パッケージ

QB-30MC-
EA-02T

QB-144-CA-
01

QB-78K0KX2

チェックピン・
アダプタ

インサーキット・

エミュレータ

USBケーブル ACアダプタ

ホスト・マシン

CCCC

チェックピン・アダプタ
（オシロスコープなどで
波形観測を行う場合に
使用するアダプタ）

エミュレーション・プローブ

YQコネクタ

（ターゲット・コネクタとエクス
チェンジ・アダプタを接続する
コネクタ）

ターゲット・システム

ターゲット・コネクタ
（ターゲット・システム上に半
田付けするコネクタ）

デバイス

マウント・アダプタ
（対象デバイスをターゲット・コネクタ
に実装する場合のアダプタ

（デバイスをターゲット・コネクタに実装する場合）

エクスチェンジ・アダプタ
（ピン変換を行うアダプタ）

スペース・アダプタ
（高さ調節用アダプタ）

＜オプション品＞

＜オプション品＞

＜オプション品＞

POPOWEWE

TTARGET
ARGET

備考 QB-78K0KX2は，ID78K0-QB, USBケーブル, 電源ユニット, QB-MINI2, 接続ケーブル（10ピン・ケーブル，16ピン・ケーブ
ル），78K0-OCDボードを添付しています。

開発ツール （2/5）

MINICUBE2

16ピン・ケーブル使用時2.54 mmピッチの16ピン汎用コネクタ

10ピン・ケーブル使用時2.54 mmピッチの10ピン汎用コネクタ

ターゲット・コネクタの仕様

QB-MINI2

プログラム機能付きオンチップ・デバッグ・エミュレータ

（2） ハードウエア・ツール（3/3）

③ プログラミング機能付きオンチップ・デバッグ・エミュレータ QB-MINI2（MINICUBE2） ： オンチップ・デバッグ時

（3） フラッシュ・メモリ用書き込みツール（1/3）

① プログラミング機能付きオンチップ・デバッグ・エミュレータ QB-MINI2（MINICUBE 2） ： フラッシュ・プログラミング時

16ピン・ケーブル使用時2.54 mmピッチの16ピン汎用コネクタ

ターゲット・コネクタの仕様

QB-MINI2

プログラム機能付きオンチップ・デバッグ・エミュレータ

備考1. QB-MINI2は，USBケーブル，接続ケーブル（10ピン・ケーブル，16ピン・ケーブル），78K0-OCDボードを添付しています。
2. 添付品の接続ケーブル（10ピン・ケーブル）と78K0-OCDボードは，オンチップ・デバッグ時のみに使用します。
3. QB-MINI2を操作するために，別途ソフトウエアが必要となります。

弊社のHP（http://www.necel.com/micro/ja/development/asia/minicube2/minicube2.html ）より，最新のソフトウエアを
ダウンロードし，お使いください。

ホスト・マシン

ターゲット・システム

対象デバイス

ターゲット・コネクタ（別売）

USBケーブル

78K0-OCDボード

<フラッシュ・プログラミング（FP）時>

・ターゲット・コネクタのピン配置
（16ピン）

・ターゲット・コネクタの端子構成（16ピン）

オープン－RESERVED16

オープン－RESERVED （FP時）

RESERVED （FP時） オープン－

オープン－RESERVED10-12

対象デバイスへのクロック出力端子OUTCLK9

対象デバイスへのコマンド，データ通信用出力端子OUTTXD（FP時）

対象デバイスからのコマンド，データ通信用入力端子INRXD（FP時）

ターゲット・システム上のリセット入力端子INRESET_IN（OCD時）
15

OCDモードまたはFPモードにするための出力端子OUTFLMD014

デバッグ時のデータ通信用入出力端子IN/OUTDATA（OCD時）
13

オープン－RESERVED6-8

オープン－RESERVED（OCD時）
5

ターゲット・システムの電源を使用する場合の入力端子INVDD4

オープン－RESERVED（OCD時）
3

対象デバイスへのリセット出力端子OUTRESET_OUT2

GNDに接続－GND1

説明IN/OUT注2端子名注1ピン番号

注1. MINICUBE2の端子名です。
2. MINICUBE2を基点とした方向です。

備考 10ピンのターゲット・コネクタは，MINICUBEと同じです。MINICUBEのターゲット・コネクタを参照してください。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

(Top View)

11

12

13

14

15

16

<オンチップ・デバッグ（OCD）時>

接続ケーブル
（10ピン・ケーブルまたは

16ピン・ケーブル）

接続ケーブル
（16ピン・ケーブル）

MINICUBE2の設定

（1）モード選択スイッチ

・78K0が対象デバイス→「M2」

（2）電源選択スイッチ

・ターゲット・システムの電源を使用→「T」（推奨）

・ターゲット・システムへ3Vを供給→「3」（定格電流100mA）

・ターゲット・システムへ5Vを供給→「5」（定格電流100mA）

開発ツール （3/5）

② フラッシュ・メモリ・プログラマ PG-FP4, FL-PR4, PG-FPL3, FP-LITE3（1/2）

（3） フラッシュ・メモリ用書き込みツール（2/3）

・ UART（UART6）方式での配線例
（30ピン製品の場合）

注 PG-FP4, FL-PR4のクロック・アウトを使用する場合の配線例
です。PG-FPL3, FP-LITE3のクロック・アウトを使用する場合
は，CLKとX1/P121（ピン番号：9）を接続し，X2/EXCLK/P122
（ピン番号：8）にその反転信号を接続してください。

・ 3線式シリアルI/O（CSI10）方式での配線例
（30ピン製品の場合）

備考1. FL-PR4, FP-LITE3, FA-30MC-5A4-A, FA-78F0503MC-5A4-MX, FA-78F0503FC-AA3-MXは，株式会社内藤電誠町
田製作所の製品です。
問い合わせ先：株式会社内藤電誠町田製作所（TEL （042）750-4172）

2. フラッシュ・メモリ書き込み用アダプタは，最新のものをお使いください。

36ピン・プラスチックFLGA（4x4）用FA-78F0503FC-AA3-MX

30ピン・プラスチックSSOP（7.62 mm
（300））用

FA-30MC-5A4-A, FA-78F0503MC-5A4-MXフラッシュ・メモリ・プログラマ

PG-FP4, FL-PR4

簡易フラッシュ・メモリ・プログラマ

PG-FPL3, FP-LITE3

フラッシュ・メモリ書き込み用アダプタフラッシュ・メモリ・プログラマ

・PG-FP4, FL-PR4のターゲット・ケーブルの外観

HD-SUB 15（オス） タイプA
（単電源／

2電源フラッシュ兼用）

タイプB
（2電源フラッシュ用）注

注 78K0/KB2に内蔵しているフラッシュ・メモリは，
単電源のため，タイプBは使用しません。
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開発ツール （4/5）

オペレーション一覧（1/7）

・オペランドの表現形式と記述方法

RB0-RB3RBn

16ビット・イミーディエト・データまたはレーベル

8ビット・イミーディエト・データまたはレーベル

3ビット・イミーディエト・データまたはレーベル

word

byte

bit

0000H-FFFFH イミーディエト・データまたはレーベル（16ビット・データ転送命令時は偶数アドレスのみ）

0800H-0FFFH イミーディエト・データまたはレーベル

0040H-007FH イミーディエト・データまたはレーベル（偶数アドレスのみ）

addr16

addr11

addr5

FE20H-FF1FH イミーディエト・データまたはレーベル

FE20H-FF1FH イミーディエト・データまたはレーベル（偶数アドレスのみ）

saddr

saddrp

X (R0), A (R1), C (R2), B (R3), E (R4), D (R5), L (R6), H (R7)

AX (RP0), BC (RP1), DE (RP2), HL (RP3)

特殊機能レジスタ略号注

特殊機能レジスタ略号（16ビット操作可能なレジスタの偶数アドレスのみ）注

r

rp

ｓfr

sfrp

記述方法表現形式

注 FFD0H-FFDFHは，アドレスできません。

② フラッシュ・メモリ・プログラマ PG-FP4, FL-PR4, PG-FPL3, FP-LITE3（2/2）

（3） フラッシュ・メモリ用書き込みツール（3/3）

・PG-FP4, FL-PR4のターゲット・コネクタのピン配置（ソケット側から見た図）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

タイプA（16ピン）

・PG-FP4, FL-PR4のターゲット・コネクタの端子構成

15, 16（Not used）注

14FLMD0

13（RFU-1）注

12（FLMD1）注

11（VDD2）注

10（VDE）注

9CLK

8（H/S）注

7SCK

6（VPP）注

5SO/TXD

4VDD

3SI/RXD

2RESET

1GND

ターゲット・コネクタ

タイプA（16ピン）
FP4信号名

注 （ ）内の信号と，それに対応する端子は，78K0/KB2では使用しません。

開発ツール （5/5） オペレーション一覧（2/7）

A←→（HL+C）1082A, [HL+C]

A←→（HL+B）1082A, [HL+B]

A←→（HL+byte）1082A, [HL+byte]

A←→（HL）641A, [HL]

A←→（DE）641A, [DE]

A←→（addr16）1083A, !addr16

A←→sfr6－2A, sfr

A←→（saddr）642A, saddr

XCH A←→r－21A, r 注3

（HL+C） ← A761[HL+C], A

A←（HL+C）761A, [HL+C] 

（HL+B） ←A761[HL+B], A

A←（HL+B）761A, [HL+B]

（HL+byte） ← A982[HL+byte], A

A←（HL+byte）982A, [HL+byte]

（HL） ← A541[HL], A

A ←（HL）541A, [HL]

（DE） ← A541[DE], A

A←（DE）541A, [DE] 

×××PSW ←A5－2PSW, A

A←PSW5－2A, PSW

×××PSW←byte7－3PSW, #byte

（addr16）←A983!addr16, A

A←（addr16）983A, !addr16

sfr←A5－2sfr, A

A←sfr5－2A, sfr

（saddr）←A542saddr, A

A←（saddr）542A, saddr

r←A－21r, A 注3

A←r－21A, r 注3

sfr←byte7－3sfr, #byte

（saddr）←byte763saddr, #byte

r←byte－42r, #byteMOV8ビット・

データ
転送

CYACZ注2注1

フラグオペレーションクロックバイトオペランドニモニック命令群

・オペレーション欄の説明

A: Aレジスタ（8ビット・アキュームレータ），X: Xレジスタ，B: Bレジスタ，C: Cレジスタ，D: Dレジスタ，E: Eレジスタ，H: Hレジスタ，
L: Lレジスタ，AX: AXレジスタ・ペア（16ビット・アキュームレータ），BC: BCレジスタ・ペア，DE: DEレジスタ・ペア，HL: HLレジスタ・ペア，
PC: プログラム・カウンタ，SP: スタック・ポインタ，PSW: プログラマ・ステータス・ワード，CY: キャリーフラグ，
AC: 補助キャリー・フラグ，Z: ゼロ・フラグ, RBS: レジスタ・バンク選択フラグ，IE: 割り込み要求許可フラグ，
（ ）:  (    )内のアドレスまたはレジスタの内容で示されるメモリの内容， XＨ，XＬ：16ビット・レジスタの上位8ビット，下位8ビット，
∧: 論理積（AND），∨: 論理和（OR）， ∨:排他的論理和（exclusive OR）， :反転データ，
addr16: 16ビット・イミーディエト・データまたはレーベル，jdisp8: 符号付き8ビット・データ（ディスプレースメント値）

・フラグ動作欄の説明

（ブランク）: 変化なし，0: 0にクリアされる，1: 1にセットされる，×: 結果に従ってセット／クリアされる，
R: 以前に退避した値がストアされる

備考1. 命令の1クロックはプロセッサ・クロック・コントロール・レジスタ（PCC）で選択したCPUクロック（fCPU）の1クロック分です。
2. クロック数は内部ROM領域にプログラムがある場合です。

注1. 内部高速RAM領域をアクセスしたとき，またはデータ・アクセスしない命令のとき
2. 内部高速RAM以外の領域をアクセスしたとき
3.  r = Aを除く。

×××A, CY←A－（HL+C）982A, [HL+C]

×××A, CY←A－（HL+B）982A, [HL+B]

×××A, CY←A－（HL+byte）982A, [HL+byte]

×××A, CY←A－（HL）541A, [HL]

×××A, CY←A－（addr16）983A, !addr16

×××A, CY←A－（saddr）542A, saddr

×××r, CY←r－A－42r, A

×××A, CY←A－r－42A, r 注4

×××（saddr）, CY← （saddr） －byte863saddr, #byte

×××A, CY←A－byte－42A, #byteSUB

×××A, CY←A+（HL+C）+CY982A, [HL+C]

×××A, CY←A+（HL+B）+CY982A, [HL+B]

×××A, CY←A+（HL+byte）+CY982A, [HL+byte]

×××A, CY←A+（HL）+CY541A, [HL]

×××A, CY←A+（addr16）+CY983A, !addr16

×××A, CY←A+（saddr）+CY542A, saddr

×××r, CY←r+A+CY－42r, A

×××A, CY←A+r+CY－42A, r 注4

×××（saddr）, CY← （saddr） +byte+CY863saddr, #byte

×××A, CY←A+byte+CY－42A, #byteADDC

×××A, CY←A+（HL+C）982A, [HL+C]

×××A, CY←A+（HL+B）982A, [HL+B]

×××A, CY←A+（HL+byte）982A, [HL+byte]

×××A, CY←A+（HL）541A, [HL]

×××A, CY←A+（addr16）983A, !addr16

×××A, CY←A+（saddr）542A, saddr

×××r, CY←r+A－42r, A

×××A, CY←A+r－42A, r 注4

×××（saddr）, CY← （saddr） +byte863saddr, #byte

×××A, CY←A+byte－42A, #byteADD8ビット

演算

AX←→rp－41AX, rp 注3XCHW

（addr16）←AX12103!addr16, AX 

AX←（addr16）12103AX, !addr16 

rp←AX－41rp, AX 注3

AX←rp－41AX, rp 注3

sfrp←AX8－2sfrp, AX

AX←sfrp8－2AX, sfrp

（saddrp）←AX 862saddrp, AX 

AX←（saddrp）862AX, saddrp

sfrp←word10－4sfrp, #word

（saddrp）←word1084saddrp, #word

MOVW16ビット・

データ
転送

rp←word－63rp, #word

CYACZ注2注1

フラグオペレーションクロックバイトオペランドニモニック命令群

備考1. 命令の1クロックはプロセッサ・クロック・コントロール・レジスタ（PCC）で選択したCPUクロック（fCPU）の1クロック分です。
2. クロック数は内部ROM領域にプログラムがある場合です。

注1. 内部高速RAM領域をアクセスしたとき，またはデータ・アクセスしない命令のとき
2. 内部高速RAM以外の領域をアクセスしたとき
3.  rp = BC, DE, HLのときのみ
4.  r = Aを除く。

オペレーション一覧（3/7）

×A←A∨（HL+C）982A, [HL+C]

×A←A∨（HL+B）982A, [HL+B]

×A←A∨（HL+byte）982A, [HL+byte]

×A←A∨（HL）541A, [HL]

×A←A∨（addr16）983A, !addr16

×A←A∨（saddr）542A, saddr

×r ←r∨A－42r, A

×A←A∨r－42A, r 注3

×（saddr） ←（saddr）∨byte863saddr, #byte

×A←A∨byte－42A, #byteXOR

×A←A∨（HL+C）982A, [HL+C]

OR

AND

SUBC

×A←A∨（HL+B）982A, [HL+B]

×A←A∨（HL+byte）982A, [HL+byte]

×A←A∨（HL）541A, [HL]

×A←A∨（addr16）983A, !addr16

×A←A∨（saddr）542A, saddr

×r ←r∨A－42r, A

×A←A∨r－42A, r 注3

×（saddr） ←（saddr）∨byte863saddr, #byte

×A←A∨byte－42A, #byte

×A←A∧（HL+C）982A, [HL+C]

×A←A∧（HL+B）982A, [HL+B]

×A←A∧（HL+byte）982A, [HL+byte]

×A←A∧（HL）541A, [HL]

×A←A∧（addr16）983A, !addr16

×A←A∧（saddr）542A, saddr

×r ←r∧A－42r, A

×A←A∧r－42A, r 注3

×（saddr） ←（saddr）∧byte863saddr, #byte

×A←A∧byte－42A, #byte

×××A, CY←A－（HL+C）－CY982A, [HL+C]

×××A, CY←A－（HL+B）－CY982A, [HL+B]

×××A, CY←A－（HL+byte）－CY982A, [HL+byte]

8ビット

演算

×××A, CY←A－（HL）－CY541A, [HL]

×××A, CY←A－（addr16）－CY983A, !addr16

×××A, CY←A－（saddr）－CY542A, saddr

×××r, CY←r－A－CY－42r, A

×××A, CY←A－r－CY－42A, r 注3

×××（saddr）, CY← （saddr） －byte－CY863saddr, #byte

×××A, CY←A－byte－CY－42A, #byte

CYACZ注2注1

フラグオペレーションクロックバイトオペランドニモニック命令群

オペレーション一覧（4/7）

備考1. 命令の1クロックはプロセッサ・クロック・コントロール・レジスタ（PCC）で選択したCPUクロック（fCPU）の1クロック分です。
2. クロック数は内部ROM領域にプログラムがある場合です。

注1. 内部高速RAM領域をアクセスしたとき，またはデータ・アクセスしない命令のとき
2. 内部高速RAM以外の領域をアクセスしたとき
3.  r = Aを除く。

オペレーション一覧（5/7）

ADJBS

MOV1ビット
操作

ADJBABCD
補正

ROL4

ROR4

ROLC

RORC

ROL

RORローテー
ト

DECW

INCW

DIVUW

INC増減

MULU乗除算

CMPW

SUBW

16ビット

演算

（HL）.bit←CY862[HL]. bit, CY

××PSW.bit←CY8－3PSW.bit, CY

A.bit←CY－42A.bit, CY

sfr.bit←CY8－3sfr.bit, CY

（saddr.bit）←CY863saddr.bit, CY

×CY←（HL）.bit762CY, [HL].bit

×CY←PSW.bit7－3CY, PSW.bit

×CY←A.bit－42CY, A.bit

×CY←sfr.bit7－3CY, sfr.bit

×CY←（saddr.bit）763CY, saddr.bit

DEC

ADDW

CMP

×××Decimal Adjust Accumulator after 
Subtract

－42

×××Decimal Adjust Accumulator after 
Addition

－42

A3-0←（HL）7-4, （HL）3-0 ←A3-0, 
（HL）7-4←（HL）3-0 

12102[HL]

A3-0←（HL）3-0, （HL）7-4 ←A3-0, 
（HL）3-0←（HL）7-4 

12102[HL]

×（CY←A7, A0 ←CY, Am+1←Am）×１回－21A, 1

×（CY←A0, A7 ←CY, Am－1←Am）×１回－21A, 1

×（CY, A0←A7, Am+1←Am）×１回－21A, 1

×（CY, A7←A0, Am－1←Am）×１回－21A, 1

rp←rp－1－41rp

rp←rp+1－41rp

××（saddr）←（saddr）－1642saddr

××r←ｒ－1－21r

××（saddr）←（saddr）+1642saddr

××r←ｒ+1－21r

AX（商），C（余り）←AX÷C－252C

AX ←A×X－162X

×××AX－word－63AX, #word

×××AX, CY←AX－word－63AX, #word

×××AX, CY←AX+word－63AX, #word

×××A－（HL+C）982A, [HL+C]

×××A－（HL+B）982A, [HL+B]

×××A－（HL+byte）982A, [HL+byte]

8ビット

演算

×××A－（HL）541A, [HL]

×××A－（addr16）983A, !addr16

×××A－（saddr）542A, saddr

×××r－A－42r, A

×××A－r－42A, r 注3

×××（saddr） －byte863saddr, #byte

×××A－byte－42A, #byte

CYACZ注2注1

フラグオペレーションクロックバイトオペランドニモニック命令群

備考1. 命令の1クロックはプロセッサ・クロック・コントロール・レジスタ（PCC）で選択したCPUクロック（fCPU）の1クロック分です。
2. クロック数は内部ROM領域にプログラムがある場合です。

注1. 内部高速RAM領域をアクセスしたとき，またはデータ・アクセスしない命令のとき
2. 内部高速RAM以外の領域をアクセスしたとき
3.  r = Aを除く。

オペレーション一覧（6/7）

RRRPCH←（SP+1）, PCL←（SP）, PSW←
（SP+2）, SP←SP+3

－61RETB

RRRPCH←（SP+1）, PCL←（SP）, PSW←
（SP+2）, SP←SP+3

－61RETI

PCH←（SP+1）, PCL←（SP）, SP←SP+2－61RET

（SP－1）←PSW, （SP－2）← （PC+1）H,, 
（SP－3）← （PC+1）L, PCH←（003FH）, 
PCL← （003EH）, SP←SP－3, IE←0

－61BRK

CALLF

コール・
リターン

CALL

NOT1

CLR1

SET1

SET1

OR1

（SP－1）←（PC+1）H, （SP－2）←
（PC+1）L, PCH ←（addr5+1）, 
PCL ←（addr5）, SP←SP－2

－61[addr5]CALLT

（SP－1）←（PC+2）H, （SP－2）←
（PC+2）L, PC15-11←00001, 
PC10-0←addr11, SP←SP－2

－52!addr11

CLR1

XOR1

AND1

（SP－1）←（PC+3）H, （SP－2）←
（PC+3）L, PC←addr16, SP←SP－2

－73!addr16

×CY←CY－21CY

0CY←0－21CY

1CY←1－21CY

（HL）.bit←0862[HL].bit

×××PSW.bit←06－2PSW.bit

A.bit←0－42A.bit

sfr.bit←08－3sfr.bit

（saddr.bit）←0642saddr.bit

（HL）.bit←1862[HL].bit

×××PSW.bit←16－2PSW.bit

A.bit←1－42A.bit

sfr.bit←18－3sfr.bit

（saddr.bit）←1642saddr.bit

×CY← CY∨（HL）.bit762CY, [HL].bit

×CY← CY∨PSW.bit7－3CY, PSW.bit

×CY← CY∨A.bit－42CY, A.bit

×CY← CY∨sfr.bit7－3CY, sfr.bit

×CY←CY∨（saddr.bit）763CY, saddr.bit

×CY← CY∨（HL）.bit762CY, [HL].bit

×CY← CY∨PSW.bit7－3CY, PSW.bit

×CY← CY∨A.bit－42CY, A.bit

ビット
操作

×CY← CY∨sfr.bit7－3CY, sfr.bit

×CY←CY∨（saddr.bit）763CY, saddr.bit

×CY← CY∧（HL）.bit762CY, [HL].bit

×CY← CY∧PSW.bit7－3CY, PSW.bit

×CY← CY∧A.bit－42CY, A.bit

×CY← CY∧sfr.bit7－3CY, sfr.bit

×CY←CY∧（saddr.bit）763CY, saddr.bit

CYACZ注2注1

フラグオペレーションクロックバイトオペランドニモニック命令群

備考1. 命令の1クロックはプロセッサ・クロック・コントロール・レジスタ（PCC）で選択したCPUクロック（fCPU）の1クロック分です。
2. クロック数は内部ROM領域にプログラムがある場合です。

注1. 内部高速RAM領域をアクセスしたとき，またはデータ・アクセスしない命令のとき
2. 内部高速RAM以外の領域をアクセスしたとき

CPU
制御

Set HALT Mode－62HALT

IE←0（Disable Interrupt）8－2DI

IE←1（Enable Interrupt）6－2EI

BTCLR

BF

BT

BNZ

BZ

BNC

条件付き
分岐

無条件
分岐

BR

POP

Set STOP Mode－62STOP

No Operation－21NOP

RBS1, 0←n－42RBnSEL

（saddr）←（saddr）－1, then
PC←PC+3+jdisp8 if （saddr） ≠0

1083saddr, $addr16

DBNZ

MOVW

C←C－1, then PC←PC+2+jdisp8 if 
C≠0

－62C, $addr16

B←B－1, then PC←PC+2+jdisp8 if 
B≠0

－62B, $addr16

BC

PUSH

PC←PC+3+jdisp8 if （HL）.bit = 1
then reset （HL）.bit

12103[HL].bit, $addr16

×××PC←PC+4+jdisp8 if PSW.bit = 1
then reset PSW.bit

12－4PSW.bit, $addr16

PC←PC+3+jdisp8 if A.bit = 1
then reset A.bit

－83A.bit, $addr16

PC←PC+4+jdisp8 if sfr.bit = 1
then reset sfr.bit

12－4sfr.bit, $addr16

PC←PC+4+jdisp8 if （saddr.bit）= 1
then reset （saddr.bit）

12104saddr.bit, $addr16

PC←PC+3+jdisp8 if （HL）.bit = 011103[HL].bit, $addr16

PC←PC+4+jdisp8 if PSW.bit = 011－4PSW.bit, $addr16

PC←PC+3+jdisp8 if A.bit = 0－83A.bit, $addr16

PC←PC+4+jdisp8 if sfr.bit = 011－4sfr.bit, $addr16

PC←PC+4+jdisp8 if （saddr.bit）= 011104saddr.bit, $addr16

PC←PC+3+jdisp8 if （HL）.bit = 111103[HL].bit, $addr16

PC←PC+3+jdisp8 if PSW.bit = 19－3PSW.bit, $addr16

PC←PC+3+jdisp8 if A.bit = 1－83A.bit, $addr16

PC←PC+4+jdisp8 if sfr.bit = 111－4sfr.bit, $addr16

PC←PC+3+jdisp8 if （saddr.bit）= 1983saddr.bit, $addr16

PC←PC+2+jdisp8 if Z = 0－62$addr16

PC←PC+2+jdisp8 if Z = 1－62$addr16

PC←PC+2+jdisp8 if CY = 0－62$addr16

PC←PC+2+jdisp8 if CY = 1－62$addr16

PCH←A, PCL←X－82AX

PC←PC+2+jdisp8－62$addr16

PC←addr16－63!addr16

スタック
操作

AX←SP8－2AX, SP

SP←AX8－2SP, AX

SP←word10－4SP, #word

rpH←（SP－1）, rpL←（SP）, SP←SP+2－41rp

RRRPSW ←（SP）, SP←SP+1－21PSW

（SP－1）←rpH, （SP－2）← rpL, 
SP←SP－2

－41rp

（SP－1）←PSW, SP←SP－1－21PSW

CYACZ注2注1

フラグオペレーションクロックバイトオペランドニモニック命令群

オペレーション一覧（7/7）

備考1. 命令の1クロックはプロセッサ・クロック・コントロール・レジスタ（PCC）で選択したCPUクロック（fCPU）の1クロック分です。
2. クロック数は内部ROM領域にプログラムがある場合です。

注1. 内部高速RAM領域をアクセスしたとき，またはデータ・アクセスしない命令のとき
2. 内部高速RAM以外の領域をアクセスしたとき

00H－○○R/WPU12プルアップ抵抗オプション・レジスタ12FF3CH

00H－○○R/WPU3プルアップ抵抗オプション・レジスタ3FF33H

00H－○○R/WPU1プルアップ抵抗オプション・レジスタ1FF31H

00H－○○R/WPU0プルアップ抵抗オプション・レジスタ0FF30H

00H－○○R/WADPCA/Dポート・コンフィギュレーション・レジスタFF2FH

FFH－○○R/WPM6ポート・モード・レジスタ6FF26H

FFH－○○R/WPM3ポート・モード・レジスタ3FF23H

FFH－○○R/WPM2ポート・モード・レジスタ2FF22H

FFH－○○R/WPM1ポート・モード・レジスタ1FF21H

00H－○－RTM518ビット・タイマ・カウンタ51FF1FH

00H－○－R/WCMP018ビット・タイマHコンペア・レジスタ01FF1AH

00H－○－R/WCMP118ビット・タイマHコンペア・レジスタ11FF1BH

00H－○－R/WCMP108ビット・タイマHコンペア・レジスタ10FF19H

8ビットA/D変換結果レジスタ

00H－○○R/WP6ポート・レジスタ6FF06H

00H－○－RTM508ビット・タイマ・カウンタ50FF16H

00H－○－R/WCR508ビット・タイマ・コンペア・レジスタ50FF17H

00H－○－R/WCMP008ビット・タイマHコンペア・レジスタ00FF18H

FFH－○○R/WPM0ポート・モード・レジスタ0FF20H

00H－○○R/WADMA/Dコンバータ・モード・レジスタFF28H

00H－○○R/WADSアナログ入力チャネル指定レジスタFF29H

FFH－○○R/WPM12ポート・モード・レジスタ12FF2CH

0000H○－－RADCR10ビットA/D変換結果レジスタFF08H

00H－○－RADCRHFF09H

FFH－○－RRXB6受信バッファ・レジスタ6FF0AH

FFH－○－R/WTXB6送信バッファ・レジスタ6FF0BH

00H－○○R/WP12ポート・レジスタ12FF0CH

00H－○－RSIO10シリアルI/Oシフト・レジスタ10FF0FH

0000H○－－RTM0016ビット・タイマ・カウンタ00FF10H

FF11H

0000H○－－R/WCR00016ビット・タイマ・キャプチャ／コンペア・レジスタ
000

FF12H

FF13H

0000H○－－R/WCR01016ビット・タイマ・キャプチャ／コンペア・レジスタ
010

FF14H

00H－○○R/WP3ポート・レジスタ3FF03H

FF15H

00H－○○R/WP2ポート・レジスタ2FF02H

00H－○○R/WP1ポート・レジスタ1FF01H

00H－○○R/WP0ポート・レジスタ0FF00H

16ビット8ビット1ビット

R/W リセット時操作可能なビット範囲略号特殊機能レジスタ（SFR）名称アドレス

特殊機能レジスタ（SFR）一覧 （1/4）

80H－○○R/WMOCメインOSCコントロール・レジスタFFA2H

00H－○○R/WMCMメイン・クロック・モード・レジスタFFA1H

80H注2－○○R/WRCM内蔵発振モード・レジスタFFA0H

00H－○○R/WOSCCTLクロック動作モード選択レジスタFF9FH

1AH/9AH
注1

－○－R/WWDTEウォッチドッグ・タイマ・イネーブル・レジスタFF99H

00H－○○R/WTCL51タイマ・クロック選択レジスタ51FF8CH

00H－○－R/WSOTB10送信バッファ・レジスタ10FF84H

00H－○○R/WCSIC10シリアル・クロック選択レジスタ10FF81H

00H－○○R/WCSIM10シリアル動作モード・レジスタ10FF80H

FFH－○－WTXS0送信シフト・レジスタ0FF74H

00H－○－RASIS0アシンクロナス・シリアル・インタフェース受信エ
ラー・ステータス・レジスタ0

FF73H

FFH－○－RRXB0受信バッファ・レジスタ0FF72H

1FH－○－R/WBRGC0ボー･レート・ジェネレータ・コントロール・レジスタ
0

FF71H

01H－○○R/WASIM0アシンクロナス・シリアル・インタフェース動作
モード・レジスタ0

FF70H

00H－○○R/WTMCYC18ビット・タイマHキャリア・コントロール・レジスタ1FF6DH

00H－○○R/WTMHMD18ビット・タイマHモード・レジスタ1FF6CH

00H－○○R/WTMC508ビット・タイマ・モード・コントロール・レジスタ50FF6BH

00H－○○R/WTCL50タイマ・クロック選択レジスタ50FF6AH

00H－○○R/WTMHMD08ビット・タイマHモード・レジスタ0FF69H

00H－○○R/WISC入力切り替え制御レジスタ

16H－○○R/WASICL6アシンクロナス・シリアル・インタフェース・コント
ロール・レジスタ6

FF58H

00H－○○R/WEGN外部割り込み立ち下がりエッジ許可レジスタFF49H

00H－○－RASIF6アシンクロナス・シリアル・インタフェース送信ス
テータス・レジスタ6

FF55H

00H－○－R/WCKSR6クロック選択レジスタ6FF56H

FFH－○－R/WBRGC6ボー・レート・ジェネレータ・コントロール・レジスタ
6

FF57H

00H－○－R/WCR518ビット・タイマ・コンペア・レジスタ51FF41H

00H－○○R/WTMC518ビット・タイマ・モード・コントロール・レジスタ51FF43H

00H－○○R/WEGP外部割り込み立ち上がりエッジ許可レジスタFF48H

FF4FH

01H－○○R/WASIM6アシンクロナス・シリアル・インタフェース動作
モード・レジスタ6

FF50H

00H－○－RASIS6アシンクロナス・シリアル・インタフェース受信

エラー・ステータス・レジスタ6

FF53H

16ビット8ビット1ビット

R/W リセット時操作可能なビット範囲略号特殊機能レジスタ（SFR）名称アドレス

特殊機能レジスタ（SFR）一覧 （2/4）

注1.  WDTEのリセット値は，オプション・バイトの設定で決定します。
2. リセット解除直後は00Hですが，高速内蔵発振器の発振精度安定待ち後に，自動的に80Hに切り替わります。

FFH○○R/WPR1
H

優先順位指定フラグ・レジスタ1HFFEBH

FFH○○○R/WPR1LPR1優先順位指定フラグ・レジスタ1LFFEAH

優先順位指定フラグ・レジスタ0HFFE9H FFH○○R/WPR0
H

FFH○○○R/WPR0LPR0優先順位指定フラグ・レジスタ0LFFE8H

FFH○○R/WMK 
1H

割り込みマスク・フラグ・レジスタ1HFFE7H

FFH○○○R/WMK1
L

MK1割り込みマスク・フラグ・レジスタ1LFFE6H

FFH○○R/WMK0
H

割り込みマスク・フラグ・レジスタ0HFFE5H

FFH○○○R/WMK0
L

MK0割り込みマスク・フラグ・レジスタ0LFFE4H

割り込み要求フラグ・レジスタ1HFFE3H 00H

○

○○R/WIF1H

IF1L

00H○○R/W割り込み要求フラグ・レジスタ0HFFE1H IF0H

IF0L

00H○○R/WIF1割り込み要求フラグ・レジスタ1LFFE2H

00H○○○R/WIF0割り込み要求フラグ・レジスタ0LFFE0H

00H注－○○R/WLVIS低電圧検出レベル選択レジスタFFBFH

00H注－○○R/WLVIM低電圧検出レジスタFFBEH

00H－○○R/WTOC0016ビット・タイマ出力コントロール・レジスタ00FFBDH

00H－○○R/WCRC00キャプチャ／コンペア・コントロール・レジスタ00FFBCH

00H－○○R/WPRM00プリスケーラ・モード・レジスタ00FFBBH

00H－○○R/WTMC0016ビット・タイマ・モード・コントロール・レジスタ00FFBAH

00H注－○－RRESFリセット・コントロール・フラグ・レジスタFFACH

00H－○○R/WIICF0IICフラグ・レジスタ0FFABH

00H－○○RIICS0IIC状態レジスタ0FFAAH

00H－○○R/WIICX0IIC機能拡張レジスタ0FFA9H

00H－○○R/WIICCL0ＩＩＣクロック選択レジスタ0FFA8H

00H－○－R/WSVA0スレーブ・アドレス・レジスタ0FFA7H

00H－○○R/WIICC0IICコントロール・レジスタ0FFA6H

00H－○－R/WIIC0IICシフト・レジスタ0FFA5H

05H－○－R/WOSTS発振安定時間選択レジスタFFA4H

00H－○○ROSTC発振安定時間カウンタ状態レジスタFFA3H

16ビット8ビット1ビット

R/W リセット時操作可能なビット範囲略号特殊機能レジスタ（SFR）名称アドレス

注 RESF，LVIM，LVISのリセット値は，リセット要因により変化します。

特殊機能レジスタ（SFR）一覧 （3/4）

01H－○○R/WPCCプロセッサ・クロック・コントロール・レジスタFFFBH

CFH－○－R/WIMSメモリ・サイズ切り替えレジスタ注1FFF0H

16ビット8ビット1ビット

R/W リセット時操作可能なビット範囲略号特殊機能レジスタ（SFR）名称アドレス

特殊機能レジスタ（SFR）一覧 （4/4）

注1. メモリ・サイズ切り替えレジスタ（IMS）のリセット解除後の初期値は内部メモリ容量にかかわらず，78K0/KB2すべての製品
において一定（IMS = CFH）となっています。したがって，リセット解除後，製品ごとに次に示す値を必ず設定してください。

768バイト16 Kバイト04Hμ PD78F0501A

1 Kバイト24 KバイトC6Hμ PD78F0502A

32 KバイトC8Hμ PD78F0503A, 
78F0503DA注2

512バイト8 Kバイト42Hμ PD78F0500A

内部高速RAM

容量

ROM容量IMS78K0/KB2

2. オンチップ・デバッグ機能搭載品は，IMSの設定により，ROM容量とRAM容量をデバッグ対象の製品に合わせ，デ
バッグすることができます。IMSの設定は，デバッグ対象の製品に合わせてください。

PC/ATは，米国IBM社の商標です。

SuperFlashは，米国Silicon Storage Technology, Inc.の米国，日本などの国における登録商標です。

EEPROMは，NECエレクトロニクス株式会社の登録商標です。

MINICUBEは，NECエレクトロニクス株式会社の日本およびドイツにおける登録商標または米国における商標です。

IECUBEは，NECエレクトロニクス株式会社の日本およびドイツにおける登録商標です。

注意：本製品はSilicon Storage Technology, Inc.からライセンスを受けたSuperFlash ®を使用しています。

【発　行】 
NECエレクトロニクス株式会社 

【資料請求先】 

C04.2T

半導体ホットライン 

（電話：午前 9:00～12:00，午後 1:00～5:00） 

お問い合わせ先 

電　話 ：044-435-9494 

E-mail ：info@necel.com

〒211-8668　神奈川県川崎市中原区下沼部1753
電話（代表）：044(435)5111

NECエレクトロニクスのホームページよりダウンロードいただくか，NECエレクトロニクスの販売特約店へお申し付けください。 

【ホームページ】 

NECエレクトロニクスの情報がインターネットでご覧になれます。 

　URL（アドレス）　　http://www.necel.co.jp/

【営業関係，技術関係お問い合わせ先】 

・ 本資料は参考資料です。

　本資料に記載されている内容は2007年7月現在のもので，今後，予告なく変更することがあります。量
産設計の際には最新の個別データ・シート等をご参照ください。

　文書による当社の事前の承諾なしに本資料の転載複製を禁じます。当社は，本資料の誤りに関し，一切
その責を負いません。

　当社は，本資料に記載された当社製品の使用に関連し発生した第三者の特許権，著作権その他の知的財
産権の侵害等に関し，一切その責を負いません。当社は，本資料に基づき当社または第三者の特許権，
著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。

　本資料に記載された回路，ソフトウエアおよびこれらに関する情報は，半導体製品の動作例，応用例を
説明するものです。お客様の機器の設計において，回路，ソフトウエアおよびこれらに関する情報を使
用する場合には，お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に
生じた損害に関し，当社は，一切その責を負いません。

　当社は，当社製品の品質，信頼性の向上に努めておりますが，当社製品の不具合が完全に発生しないこ
とを保証するものではありません。当社製品の不具合により生じた生命，身体および財産に対する損害
の危険を最小限度にするために，冗長設計，延焼対策設計，誤動作防止設計等安全設計を行ってください。

　当社は，当社製品の品質水準を「標準水準」，「特別水準」およびお客様に品質保証プログラムを指定
していただく「特定水準」に分類しております。また，各品質水準は，以下に示す用途に製品が使われ
ることを意図しておりますので，当社製品の品質水準をご確認ください。

　　標準水準：コンピュータ，OA機器，通信機器，計測機器，AV機器，家電，工作機械，パーソナル機
器，産業用ロボット

　　特別水準：輸送機器（自動車，電車，船舶等），交通用信号機器，防災・防犯装置，各種安全装置，
生命維持を目的として設計されていない医療機器

　　特定水準：航空機器，航空宇宙機器，海底中継機器，原子力制御システム，生命維持のための医療機
器，生命維持のための装置またはシステム等

　当社製品のデータ・シート，データ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は，標準水準製
品であることを表します。意図されていない用途で当社製品の使用をお客様が希望する場合には，事前
に当社販売窓口までお問い合わせください。

（注）
（１）本事項において使用されている「当社」とは，NECエレクトロニクス株式会社およびNECエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいう。
（２）本事項において使用されている「当社製品」とは，（１）において定義された当社の開発，製造

製品をいう。
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